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 １ ຊ書は、京都市右京区西院西寿町 23 番、23 番 1、24 番 1 に͓いて࣮ࢪした平安京右京六条

  三坊一町跡・西院遺跡発掘調査報告書（Ⅱ）である。（京都市番号 20)662）

 ２ ຊ調査は、株式会社ϢλΧϗールσΟϯάス（京都市右京区西院ଠా町 72 番地）による社

  屋建設事ۀにい࣮ࢪしたものである。

 ３ 発掘調査は、事ۀ者（։発原因者）からのҕୗにより、株式会社文化財サービス（Ҏ下ʮ文

  化財サービスʯという）が࣮ࢪし、山内伸浩（文化財サービス）が୲した。

地に͓͚る調査期間は、ྩ３年６月ݱ ４  26 日に։࢝しಉ年８月４日にऴ了した。

 ５ 調査面積は 220 ㎡である。

 ６ ຊ文・図中のํҐ・࠲ඪは世քଌ地ܥ第ᶜܥによる。ඪߴは̩ � ̥ �（東京平ۉւ面ߴ度）

  である。

 ̓ 土層名͓よび出土遺物の色調は、ྛਫ࢈লਫٕ࢈ज़会ٞ事ہमʰ新版ඪ४土色ʱに

  ४じた。

 ８ ຊ書のࣥචは山内が行い、編集は野地ますみ（文化財サービス）が行った。

。Өはࣸೇ՚ಊにґཔしたࡱӨは山内が行い、出土遺物のࣸ真ࡱ地での記録ࣸ真ݱ ９ 

 10 ຊ調査にる全てのࢿྉは、京都市文化市ຽہ文化ܳज़都市推ਐࣨ文化財อޢ՝がอして

  いる。

 11 発掘調査͓よびཧ作ۀのࢀՃ者は、下記のと͓りである。

　　　　 ʤ発掘調査ʥ　 ૣ見༝௬、小ྛ一浩 、上ాஐ、٢Ԭ平、ਗ਼須ܚଠ、ೇ߁େ（Ҏ上、

     文化財サービス）

     発掘作ۀһ（株式会社京Χϯリ）

　　　　 ʤཧ作ۀʥ　 ٢ֆཬ、ଟլຎ、月ຑ༎、内໌、ాߕय़ಸ、େ࡚みれい、

     溝चथ（Ҏ上、文化財サービス）

 12 出土遺物の年代観は、主に下記の文ݙにґった。

　　 　平ඌʮ土師器ߟ࠶ʯh བ࢙ʱڀݚ紀ཁ第 12 号（ެ財）京都市埋ଂ文化財ڀݚ所 2019 年

　　 　h ֓આ　中世の土器・陶磁器ʱ真ཅ社 1998 年

　　 　ʮ平安時代の緑釉陶器−ੜ࢈地の༷૬を中৺に−ʯh 会第ڀݚ代の土器ݹ　ڀݚ代の土器ݹ

　　 　7 ճシϯϙδϜ 　ɦݹ代の土器ڀݚ会　2003 年

。ಋをいたͩいたࢦޚ、ࣔڭޚに͓いて、下記のํ々からଟくのۀ地調査、ཧ作ݱ 13 

  記してँײをදする࣍第である。（ܟশུ）

　  ᅳ下ଟඒथ（ཾ୩େֶ）、中߂（ಉࢤ社େֶྺࢿ࢙ྉؗ）
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第ᶗষ　発掘調査の経緯と経ա

１　発掘調査࣮ࢪにࢸる経緯　
　2021 年（ྩ３年）、株式会社ϢλΧϗールσΟϯάスは、京都市右京区西院西寿町 23 番、

23 番 1、24 番に͓いてຊ社社屋の建設をܭըした。事༧定地は平安京の右京六条三坊Ҭ内に

֘し、また西院遺跡の推定ൣғ内にも֘していたため、京都市文化市ຽہ文化ܳज़都市推ਐ

ࣨ文化財อޢ՝（Ҏ下ʮ文化財อޢ՝ʯという）により、事前のࢼ掘調査が࣮ࢪされた。この݁

Ռ、平安時代の樋口小路南側溝とࢥΘれる遺構が確認されたため、事࣮ࢪの前に発掘調査を

。し、遺跡の記録อଘを図ることとなったࢪ࣮

　こうしてຊ発掘調査は、株式会社ϢλΧϗールσΟϯάスから株式会社文化財サービス（Ҏ下

ʮ文化財サービスʯという）がҕୗをड͚、ྩ ３年６月 26 日からۀを࣮ࢪするӡびとなった。

２　発掘調査の経ա（図４）

　発掘調査は、調査区の設定、器ࡐൖೖなどॾ४උを行った後、ྩ３年６月 26 日に։࢝し、

ಉ年８月４日にऴ了した。この間のԆ作ۀ日は 26 日間である。調査ରൣғは、事前のࢼ

掘調査にͮجき文化財อޢ՝が設定した東西 11 ̼ʷ南北 20 ̼の 220 ㎡である（図２・３）。

　調査はઌͣްさ 0�5 ̼前後のۙݱ代土と、ްさ 0�2 ̼前後のچ耕土及びচ土（第３層）をॏ

機掘によってআڈし、ਓྗにより調査区๏面をܗした後、遺構検出作ۀを։࢝した。またॏ

機掘ऴ了に߹Θせて、ج४ଌྔと４̼ϐονのάリοドߌ設ஔ作ۀを行った。ਓྗによる遺

構検出作ۀを࢝めたところ、࠷初のॏ機掘Ϩベルがతの遺構検出面にୡしていないことが

໌したため、̓月６日࠶度ॏ機をೖし、調査区全Ҭの土層をさらにްさ 0�1 ̼掘した。

　遺構検出面である第５・６層上面をਫ਼査すると、東西ํにԆびる樋口小路の南北側溝（溝

01・02）路面、内溝などのϓϥϯが࢟をݱした。また໌らかに時期が下るとࢥΘれるઙい南北

溝が条ॏなっていることが໌し、これらは耕作にう溝と推定された。さらに調査区内には

にଯ積しࡶな࠭層とೈ࣭なシルト࣭土層がෳ࣭ߗがਵ所にଘ在し、地山はの֧ཚܕ代のେݱ

ていることなどが໌した。

　̓月 14 日にはほぼ遺構検出作ۀがऴ了し、文化財อޢ՝の確認をड͚た後、南北の耕作溝状

遺構（溝 07 〜溝 09、溝 12、溝 16）から埋土掘を։࢝した。ͦの後溝 01（樋口小路南側溝）、

溝 02（ಉ北側溝）、溝 04、溝 05（築地内溝）、溝 11（ۙ代溝）のॱで埋土掘をਐめていった。

֤遺構埋土掘にあたっては、దٓ土層観察ベルトを設定し、埋土の観察と࣮ଌ図作など記録

を行った。

　̓月 27 日には遺構埋土をほぼ完掘し、ଌྔ作ۀを行った後、樋口小路路面の断ち割りを։

のաఔで、溝ۀした。この作࢝ 02 の路面側が 1�5 ̼前後にってઙく拡幅されていることが

໌し、この拡幅部を溝 14 と໋名した。また文化財อޢ՝によるࢼ掘時の所見で溝 01 の南ํに

別の溝状遺構がଘ在するՄ能ੑがࢦఠされていたため、確認のためトϨϯνを設定しਫ਼査した
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が、໌確な遺構は確認できなかった。こうして̓月 29 日、文化財อޢ՝の࠷ऴ確認をड͚、全

てのଌྔ作ۀを行った後、８月２日、４日に調査区の埋し作ۀ、Ϩϯλル器ࡐのൖ出を行い、

全ての作ۀをऴ͑た。

　Ҏ上の調査期間中、ຊ発掘調査の検ূҕһであるᅳ下ଟඒथ、中߂両ࢯのݱ検ূをෳ

ճड͚、ଟくのࢦಋ、ॿݴをࣀった。

　ঘ、ࠓճの発掘調査では遺構、土層断面の࣮ଌについては、ࣸ真ଌྔのほかख࣮ଌをซ༻し

た。またࣸ真ࡱӨ機ࡐは、35NN ϑルサΠズの一؟ϨϑσδλルΧϝϥ、35NN ϑΟルϜΧϝϥ

（ന黒ϑΟルϜ、ΧϥーリόーサルϑΟルϜ）３ܭを༻した。

３　ଌྔج४の設ஔと地区割り
　734 ଌྔ（Ծج४ଌྔ）により、調査区पลにج४ :� １、:� ２、:� ３を設ஔした。֤

。はҎ下のと͓りである（ߴඪ・ඪ࠲）४のଌྔՌج

　　　:� １　ɿ　9 ʹ− 111156�757    : ʹ− 24743�777    ) ʹ 23�773 N

　　　:� ２　ɿ　9 ʹ− 111193�560    : ʹ− 24738�664    ) ʹ 23�789 N

　　　:� ３　ɿ　9 ʹ− 111174�048    : ʹ− 24752�066    ) ʹ 23�811 ̼

　上記ج४からࢉ出した࠲ඪにͮجき、調査区内に４̼のάリοドを設ஔした。࠲ඪ : ࣠

にΞルϑΝベοトを西から東に "、#、$、%・・、9 ࣠に北から南に１、２、３、４・・のॱ

にし、両者のみ߹Θせをάリοド名とした。このάリοド名は֤࠲ඪの北西۱のަである

（図３）。

４　ཧ作ۀ・報告書作
は、ࣸ真、図面ཧと出土遺物のۀと報告書作を行った。ཧ作ۀ地調査ऴ了後、ཧ作ݱ　

ཧをฒ行してਐめた。遺物のཧでは、ચড়、߹、෮ݩ、記、࣮ଌ、トϨース、ࣸ真ࡱӨ

などを࣮ࢪした。報告書のࣥචは山内伸浩、編集作ۀは野地ますみが୲した。
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ਤ４ɹൃ۷ௐࠪܦաࣸਅ

1ɽௐࠪલͷঢ়گʢ͔Βʣ ２ɽॏػʹΑΔ۷ۀ࡞

３ɽάϦουߌઃஔۀ࡞ ４ɽൃ۷ۀ࡞෩ܠ

５ɽதূݕҕһʹΑΔݱࢦಋ ６ɽʢגʣϢλΧϗʔϧσΟϯάεࣾһͷֶݟ෩ܠ

７ɽจԽࡒอޢ՝ͷ࠷ऴ֬ೝ ８ɽॏػʹΑΔຒ͠ۀ࡞
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第Ⅱষ　Ґஔとڥ

１　पลのڥ（図５・６）

在、調査地ݱ、まれた所にҐஔしڬにܡとי、りدճの調査地は、京都ຍ地の中ԝ西ࠓ　

の西 1�0LN にఱਆ（ࢴ屋）、 1�7LN にܡが南ྲྀしている。平安京の条坊では右京六条三

坊一町・ೋ町地内にあたり、࢛行ീ੍では、一町内は東࢛行・北ീ、ೋ町内は東࢛行・北一

に֘する（図 22）。北はかつてのޒ条େ路、東はಓେ路、西はӉଟ小路にғまれ、調査区内

に樋口小路が東西に走ると推定される所である。またこの地はੜ時代を主ମとする集落遺跡・

西院遺跡の推定ൣғともॏなっている。

　平安京右京Ҭはఱਆ、ࣨޚなどの小Տがଟくଘ在し、ෳのઔ状地ଳとࣗવఅଳ、後എ

࣪地がܗされた݁Ռ、かつてはߑਫ൙ཞがස発する࣪५な所であった。平安京Ҏ前の遺跡はこ

うしたઔ状地上後എ࣪地内のඍߴ地上に分する。西院遺跡はٸࡕ西院Ӻ南側一ଳにがる集

落遺跡で、これまでにੜ時代中期の୦݀ॅډのՄ能ੑがある遺物包含層などが検出されている。

この西にྡする西京ۃ遺跡は、東西 650 ̼、南北 700 ̼にも及Ϳେنな集落遺跡で、これま

での調査でೄ文時代後期〜൩期の土壙、ੜ時代中期〜後期の溝、୦݀ॅݹ、ډ時代中期〜後

期の୦݀ॅډ、ಸྑ時代の掘ཱப建物などが検出されている。特に 2006 年の西院ਗ਼ਫ町地内での

調査では、状遺構をうੜ時代後期のॅډ跡からమᕥమย、Ψϥス小ۄなどが出土し、మ器、

跡であるとしてされた。またを作るྨۄ 2018 年に西院月町で行Θれた調査では、ੜ

時代中期に掘された溝、土器ุなども検出されている。さらに、西院遺跡と西京ۃ遺

跡の中間にҐஔする西院日র町で 2006 年に行Θれた調査では、ੜ時代中期前半〜後期後半にか

͚てのํܗप溝ุ６جが検出され、このうち後期のप溝ุ２は一ล 19 ̼と市内でも࠷େڃのن

を༗するものであることが໌した。この

ことから、一ଳには֘地のڌత集落と

される西京ۃ遺跡にਵするุҬががっ

ていたՄ能ੑがࢦఠされている。一ํ西院

遺跡の東ํ 400N の京都市ཱප院構内（ਗ

ੜాߴ町）の調査では、北西から南東ํ

に掘られた幅２̼の 7 溝ੜ時代後ࣈ

期〜ݹ時代の土器、ઢਕ半月ܗのੴ้

ஸの出土が報告されている。

　ಸྑ時代、西院遺跡पลは山城国野܊

にଐしたが、ઌの西京ۃ遺跡では８世紀代

の૯ப建物跡ന期の瓦がΧϚドに༻

された୦݀ॅډなどが見つかって͓り、一

ଳは野܊に͓͚る中৺集落と͑ߟられ、

ෆ
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ۙลには܊所などのެతࢪ設がଘ在したՄ能ੑもࢦఠされている。

　９世紀の平安ભ都Ҏ߱、右京Ҭでは小Տの൙ཞを͑るため、Տの掘、分ྲྀ事がਐ

められたと͑ߟられて͓り、これまでの調査でもಓ路側溝の拡幅にཹまらͣ、ಓେ路、野ࣉ小路、

Ӊଟ小路などがਓҝతにՏ化されていることが໌している。11 世紀Ҏ߱、平安京をऔりרく

গした݁Ռ、都市化耕地のݮྲྀҬでは、Տচの下によりஈٰ化がਐみ、൙ཞ原がܡ、י

拡େをもたらしたが、ఱਆྲྀҬでのஈٰ化はਐまͣ、൙ཞ原はがったままであったため、右

京Ҭは地としての׆༻がなされなくなり、完全にਰୀしたと͑ߟられている。

ྉは見られないが、北東࢙ճの調査地に͓͚る平安時代前期の۩ମతな土地ར༻をࣔすࠓ　

750N の地（右京࢛条ೋ坊）には、३ఱ786）ߖ 〜 840）のఛ、後院である३院（別名ʮ南地院ʯʮ西

院ʯ）がଘ在し、この地一ଳも西院とݺশされるようになった。また右京ࣣ条三坊・࢛坊にはਔ໌

ఱ810）ߖ 〜 850）のࢠߖ・ຊ߁Ԧが։発したとされるԂ・ैࣆྖがཱし、後には౻原ઁ

関Ոに͓いてঝされた。平安時代後期になると、पลにはࠨେਉݯढ़ྖ、ఱ࠲主ྑ真ྖな

どもཱするようになった。さらに平安時代後期から中世にか͚て、小ઘঙというԂがଘ在し

たことがʮरև抄ʯ西京図ʮ東ࣉ観ஐ院文書ʯの記ड़からられる。小ઘঙはඈ地ながら૯ܭ

57 町とେなもので、右京࢛条ೋ坊、ޒ条ೋ坊〜࢛坊、六条ೋ坊、三坊（े三〜े六町）、࢛坊ล

りにくల։し、くઁ関Ո跡ࣉ院の所ྖとしてड͚ܧがれた。ちなみに、2021 年に行Θれ

た西院小ֶߍ（右京࢛条三坊三町跡）のࣷߍ新築にう発掘調査の報ಓ発දによれ、小ઘঙに

関Θる建物跡 2 ౩が初めて検出され、11 世紀から 13 世紀ࠒまでのԂのཧ建物であるʮՈʯ

एしくは倉ݿのଘ在が定されている。

　西院では 16 世紀中ࠒ、བ中།一のઓ国城ֲである小ઘ城が築かれた。ͦの所はຊ調査地の北

 800 で、南北（西院Ӻの西ٸࡕ）条ަࠩ西側࢛ۙ在の西େ路ݱ、̼ 300 ̼、東西 540

̼のنをଌったと推定されている。築城年代は໌らかではないが、ఱ文年間には三ܚがࡉ

ݩにର߅するҝ、བ中の͑として城をम築し小ઘलਗ਼を城কとしている。三ܚ没落後、

लਗ਼はদӬٱलにैったが、Ӭ９年（1566）、三三ਓऺのܸ߈をड͚小ઘ城は落城したとΘる。

またʮڢܧݴ記ʯӬ 11 年（1568）9 月 24 日の条にはʮ西院小ઘౡհ条ٱұذक城ૣ୴ࣗ

ম　南ํへՃΘるʯとの記ࡌがあり、ಉ年前日にೖབした৫ా৴との一ઓをආ͚、ࣗら城にՐ

を์ってฌをҾいたともいΘれる。

　ઓ国期のఱਖ਼ 19 年（1591）には、ఱ下౷一をՌたした๛ਉल٢により京都市֗をऔりғΉ

େな土ྥ・ޚ土ډが築造された。しかし西院の地はͦの֎ํであるʮབ֎ʯにஔかれたため、一

ଳの市֗化はਐまͣ、੩かな村地ଳとしてۙ代までࢸることとなる。໌࣏ 14 年（1881）に行Θ

れた調査によると、時の西院村のށは 270 ਓ口、ށ 1200 ਓͩったという。

ʪҾ༻・ߟࢀ文ݙʫ

ҏ౻३࢙ʮ京都ຍ地のੜ集落ʯh 京都େֶ構内遺跡調査ڀݚ年報ʱ京都େֶ 1995 年

Տ֯ཾయʮ平安京に͓͚る地ܗม化と都市త土地ར༻のมભʯh とࣗવՊֶʱ第ֶݹߟ 42 号 2001 年
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ʮ平安京右京六条ೋ坊 1ʯh ত 63 年度京都市埋ଂ文化財調査֓ཁ （ɦ財）京都市埋ଂ文化財ڀݚ所 1993 年

ʮ平安京右京ೋ条三坊 1ʯh ত 60 年度京都市埋ଂ文化財調査֓ཁ （ɦ財）京都市埋ଂ文化財ڀݚ所 1998 年

ʮ平安京右京三条ೋ坊ʯh 平 10 年度京都市埋ଂ文化財調査֓ཁ （ɦ財）京都市埋ଂ文化財ڀݚ所 2000 年　　

ʰ平安京右京࢛条三坊े一町跡 （ɦ財）京都市埋ଂ文化財ڀݚ所 2013 年

ʰ平安京右京ޒ条三坊े࢛町跡 （ɦ財）京都市埋ଂ文化財ڀݚ所 2006 年

ʰ平安京右京六条三坊六町跡 （ɦ財）京都市埋ଂ文化財ڀݚ所 2004 年　

ʰ平安京右京六条࢛坊ೋ町跡・西京ۃ遺跡 （ɦ財）京都市埋ଂ文化財ڀݚ所 2007 年

ʰ平安京右京六条三坊　平安京跡ڀݚ調査報告第 20 ा （ɦ財）ݹ代ֶڠ会 2004 年　

ʰ平安京右京六条࢛坊ࣣ町跡・西京ۃ遺跡 （ɦ株）࢛ 2019 年

ʰ平安京ఏཁ （ɦ財）ݹ代ֶڠ会・ݹ代ֶڀݚ所編　（株）֯書ళ 1994 年　

京都新ฉʰ2021 年 6 月 16 日報ಓ発දࢿྉ （ɦެ財）京都市埋ଂ文化財ڀݚ所 2021 年

ʰ京都中世城ؗ跡調査報告書 第 3 ҭҕһ会ڭʖ山城編ᶗʖʱ京都 2014 年

小ᖒՅ三ʰ西院のྺ࢙ʱ西院のྺ࢙編集ҕһ会 1983 年

２　पลのطԟ調査（図６・ද１）

の発掘調査事ྫは、2021ڈճ調査を行った平安京右京六条三坊一町跡地内に͓͚るաࠓ　 年 1 月

〜 3 月に文化財サービスが行った西院西寿町 21 番、22 番 1 ֎での調査が།一のものである。所

はࠓճの調査地の東側ྡ地 180 ㎡で、一部࠭རෑきฮされた樋口小路路面、ಓ路の南北両側溝、

築地の内溝などの遺構がྑな状ଶで検出されている。このうち南側溝は幅 2�3 ̼、ਂさ 0�5 ̼内

֎のنをもち、গなくとも 2 ճにり両ݞが掘り͛られていることが໌した。また出土遺

物の分析から、10 世紀初めࠒにはಓ路側溝はట土により完全に埋没し、ͦ の後路面を含め巷所化（耕

地化）していったことが推定された（ද１・調査１）。

　右京六条三坊一町の南東にۙしたೋ町跡では、2003 年Ϛϯシϣϯ建設にいܭ 450 ㎡の発掘

調査が行Θれている（Ҏ下特に断りのແいものについては、全て京都市埋ଂ文化財ڀݚ所による

調査）。ここでは、北側に設定したトϨϯν（１区）から樋口小路南側溝が検出されて͓り、この

溝はあるஈ֊でਫྔ調のため拡幅されていると推定されている。南調査区（２区）では、平安

時代前期の地関࿈遺構がみられ、掘ཱப建物３౩、ج２ྻࡤ、Ҫج１ށなどが検出されている（調

査２）。

建設町跡では、これまで６ճにる発掘調査が行Θれている。Կれもຽ間会社の社屋࢛　

にうものである。1981 年の調査では平安前期から中期の掘ཱப建物２౩、ج１ྻࡤ、溝１ຊな

どが検出されている。建物のうち１౩はࣷの４面に൳をもつ南北౩であった（調査３）。1986 年

の調査ではݹ時代の࣪地状落ࠐみ、ࣗવྲྀ路も検出されたが、遺構のେ半は平安時代前期の９

世紀代に収まるもので、掘ཱப建物 11 ౩、２౩のଞ、ࡤ、溝、Ҫށ、土壙などが見られる。建

物はॏෳ関をもつものがଟく、සൟに建てସ͑が行Θれたと推定されている。また２ຊの溝で

区ըされた幅３̼ఔの町内区ըಓ路とࢥΘれる遺構も検出されている。さらに跡のଘ在から、

９世紀後半のஈ֊でをもつେنな地ががっていたと͑ߟられている（調査４）。1989 年
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の調査では、平安時代前期の掘ཱப建物６౩、ج１ྻࡤ、土壙などが検出されている。掘ཱப建

物には東西౩で東・西・南に൳をもつものも認められる。また土師器ࡼがزॏにもॏなった土器

埋ೲ遺構が検出されている。この土壙内からは完ܗの須恵器壺 M 。も出土している（調査５）ݸ６

1993 年、1995 年の調査は、ݹ代文化調査会が࣮ࢪしたものである。平安時代の遺構としては、掘

ཱப建物、ญのほか、ಓେ路の内溝、༶ക小路の路面などが検出されている。ঘ、ಓେ路西

築地の地内溝からはฌӴ・Ӵの࣍をࢦすʮࠤʯの書土器も出土している（調査６・̓ ）。

2019 年度の調査では、９世紀前半の土壙、落ࠐみ遺構、９世紀中ࠒの掘ཱப建物１౩、ญ２ج、

溝などの遺構が検出されている。建物はࣷの北と東に൳をもつ南北౩である。東西ํに掘ら

れた溝は、東࢛行北ೋ、三の推定ϥΠϯۙくにଘ在するため、ڥの溝であるՄ能ੑがࢦఠ

されている（調査８）。

　六町跡では、2004 年にຽ間会社ࢪ設建設にい調査が行Θれている。ここでは平安時代前期の

掘ཱப建物２౩、෴屋をうҪج１ށ、അ代小路東築地の内溝１ج、平安時代後期の掘ཱப建物

１౩、南北ྲྀ路１ຊ、溝３ຊなどが検出されている。南北ྲྀ路は、അ代小路路面のҐஔにॏなる

ことから、ਓҝతに掘されたと͑ߟられている。またҪށ内からは۲ࡈʮҪສ࿊ʯʮᐻ

⏫
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˘Ѩݹ˘˘ʯと名が書されたஉঁのਓܗなどが出土して͓り、Ҫށでのࡇを物語る遺物

としてされた（調査９）。

　ീ町跡では、1990 年、建ସ͑事にい北ล部の調査が行Θれている。ここでは、ݹ時

代の土壙、平安時代前期〜中期の掘ཱப建物５౩、ྻࡤなどが検出されている。建物は、࣠ઢが

真北より西にৼれるものから、真北のもの、真北から東にৼれるものへとॱに新しくなっている

と推定されている。調査区東側で検出された南北のྻࡤは、１町を東西に分割するࡤであったՄ

能ੑもࢦఠされている（調査 10）。

　さらに 2000 年〜 2001 年にか͚て、ࣣ・ീ・・े町でେܕ商ࢪۀ設建設にうେنな発掘

調査が（財）ݹ代ֶڠ会によって行Θれている。ここでは１町半町をめるେنなఛ跡

条坊関࿈遺構がଟく検出されている。掘ཱப建物、跡、ྲྀ路、樋口小路അ代小路にう遺構、

町内ಓ路などの遺構が見られる。また９世紀代には樋口小路、അ代小路の路面の一部が։され

Տ化していることも໌している。このほかʮذࢌ国܊ాןനถʯなどと書された؆ਓ

遺物の出土ྫは平安京西市Ҏࡇ関࿈遺物がଟく出土している。まとまったࡇなどのࠎ्、ܗ

֎あまりྫがなく、地が平安京でもࡇに関Θるॏཁな所であることが໌らかになった（調

査 11）。

　このଞ、ࠓճの調査区にۙした調査事ྫとして、右京六条ೋ坊ेޒ町の調査がある。これは

1993 年に建設にい࣮ࢪされたもので、平安時代のಓେ路東側溝東築地のૅجと͑ߟら

れるப݀ྻ、南北ํのՏなどが検出されている。Տはಓେ路路面のҐஔに֘し、平安

時代中期にはਓҝతに։されՏ化していたと推定されている（調査 12）。
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ද 1ɹपลൃ۷ௐࠪͷҰཡ

番号 条坊
（右京） 調査年度 主ཁな遺構 文　　ݙ平安時代 ͦのଞの時代

1 六条三坊
一町

ྩ 2 年度
	2021）

平安時代前期ɿ樋口小路路面、
樋口小路南北側溝、内溝
平安時代後期ɿ耕作溝

ۙ代 � ϐοト、ߌ
ྻ

ʰ平安京右京六条三坊一町跡・西院
遺跡発掘調査報告書ʱ

（株）文化財サービス　2021

2 六条三坊
ೋ町

平 15 年度
（2003）

平安時代前期ɿ建物、Ҫށ
土、樋口小路南側溝

中世ɿ溝
ۙ世ɿ耕作溝、土


ʰ平安京右京六条三坊ೋ町跡ʱ京都
市埋ଂ文化財ڀݚ所発掘調査֓報
2003 − 7（財）京都市埋ଂ文化財
所　2004ڀݚ 年

3

六条三坊
町࢛

ত 56 年度
（1981）

平安時代前期〜中期ɿ建物
溝、ྻࡤ

ʰত 56 年度京都市埋ଂ文化財調
査֓ཁ （ɦ財）京都市埋ଂ文化財ݚ
所　1983ڀ 年

4 ত 61 年度
（1986）

平安時代ɿ建物、ࡤ、溝
Ҫށ、土

、時代ɿྲྀ路ݹ
落ࠐ

ʰত 61 年度京都市埋ଂ文化財調
査֓ཁ （ɦ財）京都市埋ଂ文化財ݚ
所　1989ڀ 年

5 平ݩ年度
（1989）

平安時代ɿ建物、ࡤ
土（土器埋ೲ遺構）

鎌倉時代Ҏ߱ɿ耕
作溝

ʰ平ݩ年度京都市埋ଂ文化財調査
֓ཁ （ɦ財）京都市埋ଂ文化財ڀݚ
所　1994 年

6 平 5 年度
（1993）

平安時代ɿ建物、落ࠐ
ಓେ路内溝 中世Ҏ߱ɿ耕作溝 ʰ平安京右京六条三坊　ϩーϜ株式

会社社屋新築にう調査ʱݹ代文
化調査会  1998 年　7 平 7 年度

（1995）
平安時代ɿ建物、ญ
༶ക小路路面 中世Ҏ߱ɿ耕作溝

8 ྩݩ年度
（2019）

平安時代前期ɿ建物、ญ、溝
ப݀ྻ、土、落ࠐ ۙ世ɿ耕作溝

ʰ平安京右京六条三坊࢛町跡ʱ京都
市埋ଂ文化財ڀݚ所発掘調査֓報
2019-8（ެ財）京都ଂ文化財ڀݚ所
　2020 年　

9 六条三坊
六町

平 16 年度
（2004）

平安時代前期ɿ建物、Ҫށ
അ代小路内溝
平安時代後期ɿ建物
ྲྀ路（അ代小路）

中世Ҏ߱ɿ耕作溝

ʰ平安京右京六条三坊六町跡ʱ京都
市埋ଂ文化財ڀݚ所発掘調査֓報
2004-2（財）京都市埋ଂ文化財ڀݚ
所　2004 年

10 六条三坊
ീ町

平 2 年度
（1990）

平安時代前期〜中期ɿ建物、
ྻࡤ

時代後期ɿ土ݹ

中世Ҏ߱ɿ耕作溝

ʰ平 2 年度京都市埋ଂ文化財調査
֓ཁ （ɦ財）京都市埋ଂ文化財ڀݚ
所　1994 年

11 六条三坊
ࣣ〜े町

平 12・13
年度（2000
〜 2001）

平安時代ɿ建物、ྻࡤ、
、樋口小路、അ代小路、ྲྀ 路、
ุ

ೄ文時代ɿྲྀ路、
土
時代ɿ૯ப建ݹ
物、ྲྀ路
中世Ҏ߱ɿ建物、
耕作溝

ʰ平安京右京六条三坊　平安京跡ݚ
調査報告書第ڀ 20 ा （ɦ財）ݹ代
会　2004ڠֶ 年

12 六条ೋ坊
町ޒे

ত 63 年度
（1993）

平安時代ɿಓେ路東側溝
ப݀ྻ（東築地ૅج）
ྲྀ路（ಓେ路）、溝

中世ɿ耕作溝
ʰত 63 年度京都市埋ଂ文化財調
査֓ཁ （ɦ財）京都市埋ଂ文化財ݚ
所　1993ڀ 年

ࢼ 1 六条三坊
ೋ町

平 27 年度
（2015）

平安時代ʁɿ南北溝（東ೋ・
三行の区ը溝かʁ）

ʰ京都市内遺跡ࢼ掘調査報告　平
27 年度 　ɦ京都市文化市ຽ2016　ہ
年

ࢼ 2 六条三坊
ࣣ町

平 15 年度
（2003） 平安時代前期ɿ東西溝

ʰ京都市内遺跡ཱ会調査֓報　平
15 年度 　ɦ京都市文化市ຽ2004　ہ
年

ࢼ 3 六条三坊
町

平 12 年度
（2000）

平安時代ʁɿ南北溝（恵ࢭར
小路かʁ）

ʰ京都市内ࢼ掘調査報告　平 12 年
度 　ɦ京都市文化市ຽ2001　ہ 年

ࢼ 4 六条三坊
े一町

ྩݩ年度
（2019）

平安時代前期ɿ恵ࢭར小路東
側溝

ʰ京都市内遺跡ৄࡉ分調査報告　
ྩݩ年度 　ɦ京都市文化市ຽہ　
2020 年

ࢼ 5 六条三坊
町ޒे

平 28 年度
（2016）

ࣨ町時代ɿ包含層、
　֊ஈݹఱਆچ
େਖ਼期〜ত初
期ɿچఱਆ新ஈ
֊

ʰ京都市内遺跡ࢼ掘調査報告　平
28 年度 　ɦ京都市文化市ຽ2017　ہ
年

ཱ 1 六条三坊
ೋ町

ত 61 年度
（1986）

平安時代前期ɿ六条坊小路
北側溝

ʰ京都市内遺跡ࢼ掘ཱ会調査֓報　
ত 61 年度 　ɦ京都市文化観ޫہ
　1987 年
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第ᶙষ　発掘調査のՌ

ຊ層ং（図̓・８）ج　１

　調査։࢝前のର地は、調査の前までଘ在したॅがఫڈされた後に地ۉしされ、平ୱな地

は調査区北端ۙでߴをఄしていた。ඪܗ 23�79N、南端ۙで 23�81N をଌる。େまかに見

れ、調査区のج൫（地山）は西半Ҭと東半Ҭでは༷૬がҟなり、西半（"☩ １〜５区、#☩ １〜

５区ۙ）でのج൫（地山）は࣭ߗな࠭層（第５層）、東半（$- １〜５区ۙ）でのج൫はೈ

࣭な೪土、シルト土層（第６・̓層）が主ମとなっていた。これは、かつて西半Ҭがඍߴ地、東

半Ҭが࣪地状をఄしていたことをࣔࠦし、前者はՏの൙ཞଯ積層、後者はࢭਫによる೪層

ਫ後のシルト層と͑ߟられる。第１層から第３層までの土層についてはほぼ全Ҭで認められ

た。Ҏ下جຊ層ংの֓ཁをड़る。

ୈ 1　調査区全Ҭを෴うݱ代の土で、ްさ 0�4 〜 0�7 ̼をଌる。੬ऑで೪ੑのແい灰色࠭

土（10:34�1）を主ମとし、ۙ 。代のϨϯΨ、コϯΫリート、陶磁器、Ψϥス、Ψϥを包含するݱ

一部で第５層Ϩベルにୡするような掘建物ૅجによる֧ཚも見られたが、これらもຊ層に

含めている（図̓ʖ１）。

ୈ２　ۙݱ代の耕作土層で、色༗機シルト土層（10:33�3）をجຊとする（図̓☩ ２）。土࣭

はೈ࣭でएׯの೪ੑをもち、はগない。ۙݱ代の陶磁器ยをগྔ包含する。ྑくる部分はް

さ 0�2 ̼前後をଌるが、֧ཚにより認められないՕ所もくଘ在する。また調査区北東側では、

ຊ層の下Ґに色調のҟなる耕作土のଯ積が認められた（図̓B 断面 ☩ ̓・８）。上層にൺして

࠭分のଟい土࣭で、ްさ 0�1 ̼内֎をଌる。

ୈ３　色シルト土層（10:34�6）をجຊとし、ް さ 0�15 〜 0�3 ̼をଌる。ྑくకまった土࣭で、

く遺構検出面上。మ߭をଟく含Ή、なϚϯΨϯࡉかく೪ੑがありはগない。ඍࡉがࢠཻ

にଯ積する（図̓☩ ３）。主にݹ時代から中世にか͚ての遺物を包含するが、ͦのྔはଟくない。

調査区北半ҬではάϥΠ化により色調はΦリーϒ色（2�5:4�3）をఄし、より೪ੑがڧい（図̓

B 断面ʖ10）。

ୈ４　҉色シルト土層（10:33�3）で、きめࡉかく೪ੑがありྑくకまった土࣭を༗する。

第３層の下Ґ、一部遺構検出面上にଯ積する土層で、調査区南壁ۙに見られる（図̓C 断面

ʖ̓）。ϚϯΨϯཻ、小を͝くগྔ含Ή。ްさ 0�1 ̼内֎をଌる。平安時代の遺物をগྔ

包含する。

ୈ５　第４層下にଯ積するج൫層である。Φリーϒ色（2�5:4�3）の࠭土層で、５〜３ܘ

DN のԁを主ମとする（図̓C 断面 ☩14）。ຊ層上面が調査区西半Ҭの遺構検出面である。ߗくక

まり、࠭ࡉが間を埋める。ϚϯΨϯ、మ߭をଟく含Ή。Տの൙ཞଯ積層と͑ߟられる。

ୈ６　第４層下にଯ積するج൫層で、ԫ灰色೪土層（2�5:4�1）である。ຊ層上面が調査区南

東半Ҭに͓͚る遺構検出面に૬する（図̓☩ ６）。೪ੑがڧく、ྑくకまる土࣭である。は殆

ど含まͣ、༗機物をۇかに包含する。
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ୈ７　調査区東半Ҭのج൫層で、҉色シルト土層（10:33�3）で、కまりのある土࣭を༗する。

小ཻをۇかに含Ή。またϚϯΨϯ、మ߭をଟྔに含Ή。第６層とともにຊ層上面が調

査区東半Ҭに͓͚る遺構検出面に૬する（図̓☩27）。

ୈ８　調査区南東半Ҭに͓͚るج൫下層で、黒色シルト土層（2�5:2�1）である（図̓☩47）。೪

ੑのあるకまりのある土࣭で、を含まない。またϚϯΨϯをগྔ含Ή。

ୈ９ɹ第８層とಉじく調査区南東半Ҭに͓͚るج൫下層で、҉灰ԫ色࣭࠭シルト土層である（図

̓☩46）。を含まͣ、༗機物をൗ状に含Ή。またϚϯΨϯをগྔ含Ή。

ୈ 10 　第８・９層の下Ґにଯ積する黒色࠭土層（2�5:3�2）である。２〜１ܘDN のԁ

を主ମとし、土࣭はకまりがແく੬ऑである。後ड़する溝 01 はຊ層まで掘りࠐまれている（図

̓☩48）。

ୈ 11 　調査区東半Ҭのج൫下層である。黒色シルト土層群（10:33�1）で、೪ੑがڧくೈ

࣭である。ްさ 0�2 〜 0�3 ̼をଌる。２〜１ܘDN の小ϚϯΨϯの包含ྔによってさらにࡉ分

することができる（図̓☩17・19・20）。

ୈ12　第11層の下Ґにଯ積するԫ灰色シルト土層（2�5:4�1）である。࣭ۉできめࡉかな土࣭で、

೪ੑがある。がগなく、ϚϯΨϯをগྔ含Ή（図̓☩24）。

ୈ 13 　第 12 層の下Ґにଯ積する҉灰ԫ色࣭࠭土層（2�5:4�2）である。小ԁをଟく含み೪

ੑはগない土࣭である（図̓☩25）。

�

２　検出遺構
き、平安時代を定した遺構面１ͮج掘調査の所見にࢼ՝が行った事前のޢճは、文化財อࠓ　

面の調査を࣮ࢪした。ઌड़のと͓り、遺構面のج൫となる土層は、調査区の東西で༷૬がҟなり、

େまかに見れ東半がೈ࣭な೪土あるいはシルト土（第６・̓層）、西半が࣭ߗな࠭土（第５

層）によっていた。ͦのڥはほぼάリοドߌ $☩ ２〜 $☩ ５を݁ͿϥΠϯۙにあたる。検出した

遺構には、樋口小路と推定される路面及び側溝などの条坊遺構、築地の内溝、耕作溝などがある。

条坊遺構は、2021 年１月〜３月に࣮ࢪされた東ྡ地の調査（Ҏ下ʮ１࣍調査ʯとԾশする）（１）

で検出された遺構とܨがるものがଟいが、一部༷૬をҟにするものも認められる。

ද２ɹҨ֓ߏཁද

時　代 遺　構 උ　ߟ

平安時代前期
路面 13（樋口小路）、溝 01（樋口小路南側溝）
溝 02・溝 14（樋口小路北側溝）、溝 05
土壙 10

路面 13、溝 01・02・14 は樋口小
路 に関する条坊遺構

平安時代後期ʁ 溝 07 〜溝 09、溝 12、溝 16 耕作溝、ৄࡉ時期ෆ໌

鎌倉時代 溝 04 溝 05 をる

ۙ　　代 溝 11、埋め甕 06

ෆ　　໌ 土壙 15 溝 14 Ҏ前の遺構
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条坊及びͦの関࿈遺構
　調査区は平安京右京六条三坊一町及びೋ町の一部に૬し、࢛行ീ੍による地割りでは一町

側が東࢛行・北ീ、ೋ町側は東࢛行・北一となる。条坊遺構には、樋口小路に関࿈する遺構

として南北両側溝と路面がある。また築地遺構は検出できなかったが、ͦの内溝とࢥΘれる遺構

を検出している。

ߔ 01ʢඉޱখ࿏ೆଆߔʣ（図９・10・11・12）

　溝 01 は樋口小路南側溝と͑ߟられる東西溝で、調査区の南半、"☩ ４・５区、#☩ ４・５区、$☩ ４・

５区より検出したものである。遺構の西半は第５層、東半は第６層を掘している。幅 2�2 〜 2�6 ̼、

検出全は 9�4 ̼をଌる。溝幅はʰԆت式 ʮɦࠨ右京৬京ఔ条ʯ（Ҏ下ʮԆت式ʯという）のن

定・三ई（ 0�9 ̼）にൺしてかなりいが（２）、ʮ1 調査ʯ樋口小路南側溝（溝࣍ 01）の幅 2�2 〜

2�4 ̼とほぼಉنをࣔす。溝の南北両ݞϥΠϯはएׯのԜತをうものの平行をอち、࣠ํ

は東西࠲ඪ࣠とほぼ一கしている。検出面からのਂさは 0�4 〜 0�5 ̼をଌる。断面ܗはઙい 6 ࣈ

状をఄし、南側（犬行側）のཱち上がりは北側にൺएٸׯなものとなっている。溝ఈのϨベル

は所によりएׯのࠩがあるものの、東半でඪߴ 22�42 ̼、西半で 22�58 ̼前後をଌり、ʮ1 調査ʯ࣍

溝 01 の溝ఈ平ۉϨベル 22�68 ̼よりもۇかではあるがいにある。また溝ఈには一ஈਂく掘

られた部分がෳ認められ、溝の作出にあたっては土壙を࿈ଓして掘り࿈Ͷるような๏が࠾ら

れたՄ能ੑをࣔࠦする。埋土はେきく上層・下層に分͚ることができ、下層は੬ऑな 10:34�3

あるいは 10:34�4 などの色の・ૈ࠭層、上層は 7�5:33�1 あるいは 7�5:2�1 などの黒（）

色のシルト࣭ట࠭土層である。・ૈ࠭層である下層をৄࡉに見れ、ܘ 0�5 〜２DN のԁを

主ମとする࠭層がࣶ状にਫ平ଯ積し、༗機分はۃめてগないことがる。これは、初溝のਫ

ྲྀはく、ྲྀྔもଟく、े分なഉਫ機能を࣋っていたことを物語るものである。一ํ、上層のシ

ルト࣭ట࠭土層についても分層がՄ能で、これらはຊ溝がഉਫ機能を下させ、ਫが߃ৗ化す

る中で徐々にట土により埋没していったաఔをࣔすものと͑ݴる。さらに、Կれの埋土断面図を

見ても໌らかなように、溝の南北両ݞ（ཱち上がり部）ۙには࠷下層である࠭層をるよう

な黒色ట࠭土のଯ積が認められる（図̓☩37、図̓☩ ４・５など）。これはຊ溝が路面側（北）、

犬行側（南）ํに掘り͛られたことをࣔして͓り、犬行側への拡幅がେきかったように

も見ड͚られる。この拡幅の痕跡は、溝の東端埋土断面で໌ྎに認められ、溝ఈがςϥス状に掘

り͛られていることが確認できる（図̓の溝 01 断面）。こうした溝 01 のେنな拡幅埋土

のجຊ層ংはʮ1 。調査ʯでも確認された事である࣍

　ຊ遺構からの出土遺物には土師器、須恵器、黒色土器、灰釉陶器、瓦などがあり、ͦのྔはࠓ

ճの調査では࠷もଟい。埋土下層と上層では遺物のにएׯの時期ࠩがऔされることから、

ຊ溝はくとも 9 世紀初めࠒまでには掘され、10 世紀前半までには完全に埋没していると推定

される。また後ड़するように、ຊ遺構埋土上面Ϩベルから後世の耕作溝とࢥΘれる溝のϓϥϯを

検出している。
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ߔ 02ɾߔ 14ʢඉޱখ࿏ଆߔʣ（図 12・13・14）

　溝 02・溝 14 は樋口小路北側溝と͑ߟられる東西溝で、"- ３区、#- ３区、$- ３区より検出し

たものである。両者はฒ行して͓り、り߹い関を༗するが、埋土断面の観察から樋口小路造

初の北側溝が溝 02、これを路面側（南側）に拡幅したものが溝 14 と断した。

　両遺構の࣠ํは東西࠲ඪ࣠とほぼ一கしている。ともに西半はߗい࠭層（第５層）、東半

はೈ࣭の࣪地ੑଯ積土である黒色シルト層（第６・̓層など）を掘して͓り、こうした地山の

特ੑから、特に両遺構東端のϓϥϯはۃめてෆ໌なものとなっている。

　溝 02 は֧ཚによって一部໓失して͓り、検出全９̼、ଘ幅 0�7 〜 1�1 ̼をଌる。南ݞを

溝 14 によってେきくられるが、溝ఈにるۇかなཱち上がりの֯度から推定すれ、初の

幅は 1�1 ̼前後のنを༗していたとࢥΘれる。これはʮԆت式ʯに記された幅三ई（ 0�9 ̼）

にൺֱతۙいをࣔしていることがる。この෮ݩした溝 02 の南ݞϥΠϯは、溝 01 の北ݞから

樋口小路路面（路面 13）をڬんで６̼北のҐஔにあたる。断面は 6 をఄし、検出面からܗࣈ

のਂさは 0�3 ̼前後とઙい。溝ఈϨベルはඪߴ 22�9 〜 23�0 ̼で、溝 01 の溝ఈにൺして 0�3 ̼前

後ߴいҐஔにある。ຊ遺構にؼଐするΦリδφルな埋土は溝ఈにۇかにるのみで、10:33�2 の

黒色࣭࠭シルト土をجຊとし、溝 01 下層で見られた੬ऑな࠭土のଯ積は認められなかった。

こうした埋土の状況溝ఈのϨベルは、ຊ溝がे分なഉਫ機能を༗していなかったことをࣔし、

ਫがৗଶ化していたことをࣔࠦしている。よってগなくとも調査地ۙลに͓͚る樋口小路に͓

いては、造Ӧ初より溝 01 が殆ど全てのഉਫ機能を୲っていたことがり、溝 02 は条坊の区ը

ఔ度の機能しか༗さなかったものと推定される。こうした溝 02 のن・ܗ状はʮ1 調査ʯで検࣍

出された北側溝（溝 02）のଐੑと一கしている。溝 02 から出土した遺物には土師器、須恵器、

緑釉陶器、灰釉陶器などがあり、ほぼ９世紀前半代に収まるものと͑ߟられる。

　溝 14 は路面 13 の断ち割りによってͦのଘ在が確認できた遺構である。溝 02 の南ݞから路面

側にかってߋに幅 1�2 〜 1�5 ̼にりઙく掘り͛たもので、南ݞの検出全は 6�7 ̼をଌる。
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１ 2.5Y3/1黒褐色シルト
２ 2.5Y4/3オリーブ褐色砂礫土　脆弱　小円礫・砂主体
３ 2.5Y4/2暗灰黄色砂質土　きめ細かな細砂
４ 5Y4/2灰オリーブ色砂質土　脆弱　きめ細かな細砂
５ 5Y3/1オリーブ黒色粘土
６ 5Y4/1灰色砂質土　㌾質　礫少ない
７ 5Y4/2灰オリーブ色砂礫土

［地山］

１ 10YR3/3暗褐色シルト　小礫多い　マンガン含　旧耕作土　［第２層］
２ 10YR4/6褐色シルト　礫少ない　鉄・マンガン多い　［第３層］
３ 7.5YR4/2灰褐色シルト　礫・木炭少量含　マンガン多量含
４ 10YR4/2灰黄褐色シルト　礫含まず　マンガン含
５ 2.5Y4/1黄灰色砂礫土　シルト土混入
 小円礫集積 地山土のὶ入
６ 2.5Y4/1黄灰色シルト　小礫・木炭含

［溝02埋土］

［溝14埋土］

d’d

H=23.5m

H=23.0mH=23.0m

H=22.5m

c c’

X=-111,188 X=-111,181
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Y=-24,740Y=-24,744Y=-24,748

X=-111,176

X=-111,172

X=-111,180

X=-111,184

f
f'

g
g'

溝04

溝04

溝05

溝11

溝02

路面13
（樋口小路）

土壙15
溝14

ト
レ
ン
チ

※図中䡂-㼒’、㼓-㼓’は図14と対応

N

０ 䠐ｍ

は木杭を示す
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埋土断面の観察から、溝 02 が殆ど埋没した後に行Θれたࢪと͑ߟられる。掘は溝 02 にかっ

て徐々にਂくなるもので、遺構の北ݞは溝 02 のͦれと共༻するようである。断面はࡼ状をఄし、

検出面からのਂさは 0�2 ̼と溝 02 にൺしてߋにઙいものとなっている。埋土は 7�5:33�1 ある

いは 7�5:32�2 黒色シルト土をجຊとし、ཻを含Ήものであった。このような初の北側

溝を掘り͛て幅をഒҎ上にし、この݁Ռಓ幅をڱめるといった行ҝはʮ1 調査ʯでは確認で࣍

きなかった事である。溝 14 の出土遺物には土師器、須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器があり、

ほぼ９世紀代にൺ定できるものであるが、一部の灰釉陶器の特から、９世紀ࠒに掘された

遺構と推定される。

࿏໘ 13ʢඉޱখ࿏ಓ࿏໘ʣ（図 10・11）

　路面 13 は樋口小路ಓ路面の遺構である。南側溝である溝 01、北側溝である溝 02・溝 14 にڬ

まれたൣғで、検出全は 9�5 ଶでは幅ܗऴతな࠷、̼ 4�5 〜 4�9 ̼をଌる。路面幅は、ʮԆت式ʯ

にن定されたೋৎ三ई（ 6�9 ̼）よりもかなりڱいものとなっているが、これは前ड़のと͓り、

南北両側溝の路面側への拡幅がಓ幅をったためである。たͩし、溝 01 の拡幅前の৺が遺構埋

土下層の中৺ۙにあり、かつ初の溝幅がن定ど͓り三ईであったとԾ定した߹でも、初期

の北側溝の࢟をཹめる溝 02 のҐஔから見て、路面の幅は 6�9 ̼よりも 0�4 〜 0�5 ̼ఔڱくなると

ߴく造られていたՄ能ੑがڱׯ式ʯの記ड़よりもएت初からʮԆ࠷Θれる。よってこの路面はࢥ

いとࢥΘれる。このことはʮ1 調査ʯで検出された樋口小路（路面࣍ 27）に͓いてもಉ༷にࢦఠ

されている。

　後ड़するように、南北両側溝の出土遺物をৄࡉに分析すると、溝 01 は９世紀後半代までに南

北に拡幅され、10 世紀前半には完全に埋没してしまっていると͑ߟられる。ͦの埋没のաఔで溝

02 の拡幅事（溝 14）が行Θれたと推定される。よって路面 13 のಓ幅は、初 6�5 ̼であっ

たものが、溝 01 拡幅により６̼となり、࠷ऴతには 4�6 ̼にまでڱまったというগなくとも

２ஈ֊のมભが定できる。

　路面のඪߴは 23�07 〜 23�17 ̼で、これはʮ1 調査ʯ路面࣍ 27 の 23�1 ̼前後、あるいは西ํの

六条三坊ࣣ町〜े町で行Θれた調査（３）で検出された樋口小路路面（22�69 〜 23�12 ̼）にۙいϨ

ベルとなっている。路面の一部では、後世の巷所化をࣔす耕作溝ݱ代の֧ཚが見られた

ものの、େきく平されたܗ跡は認められͣ、溝 01 溝 02 の遺構検出面であるこの面が時の

路面Ϩベルであったと断される。さらにこれを断ち割ったところ、ຊ路面は地山上にଯ積した

ްさ３〜５DN の色シルト土（10:34�6）により構されていることを確認した。ຊ層は遺物

をগྔ含み、断面観察では路面中ԝ部分がۇかにߴく、両側溝にかって徐々に下߱するように

ଯ積していることが໌した。またຊ層からは溝 01 埋土上層出土遺物と߹するݸମが出土し

ていることから（図 19ʖ25、図 20ʖ48）、側溝の൙ཞҲਫによるࣗવଯ積を因としたՄ能

ੑがߴく、路面の࠷ऴతなܗଶをදするものとࢥΘれる。ঘ、ࠓճはʮ1 調査ʯの路面࣍ 27 で確

認されたようなෑきのฮ痕は検出されなかった。
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　路面上෴土からは土師器、須恵器、灰釉陶器、瓦࣭土器が出土して͓り、８〜９世紀代の

ものが主ମをめる。

ߔ 04ɾߔ 05（図 13・14）

　溝 04・溝 05 は調査区の北側、"☩ ２区、#☩ ２区、$☩ ２区より検出した東西溝で、溝 02 の北に

 3�5 ̼の間ִをஔいてฒ行する。両者には໌確な新چのり߹い関があり、溝 05 がઌに掘ら

れ、これが完全に埋没した後、なͧるように溝 04 が掘されている。

　溝 05 は幅 0�6 ̼前後、検出全 6�5 ̼をଌる。主࣠は࠲ඪ東西࣠にほぼ一கし、溝の西側は

調査区֎へさらにԆびる༷૬をఄする。また東端は調査区東壁の 2�3 ̼ख前、$☩ ２区άリοド

くで్れている。検出面からのਂさはۙߌ 0�08 〜 0�17 ̼をଌり、断面はઙい 6 。をఄするܗࣈ

溝ఈϨベルは 22�93 〜 23�14 ̼ఔである。埋土は 10:33�1 黒色シルト土あるいは 7�5:34�2 灰

。くకまった土࣭であるڧ色シルト土を主ମとし、共に೪ੑが

　溝 04 は溝 05 の南ݞの一部をって掘された東西溝で、検出全 6�5 ̼、幅は 0�3 〜 0�5 ̼

をଌる。はり東端は $☩ ２区άリοドߌۙで収ଋしている。一部は溝 05 の埋土中のみにϓϥ

ϯを༗していることから、溝05が完全に埋没した後に掘されたものであることは໌らかである。

断面はઙい̪ܗࣈをఄし、検出面からのਂさは 0�07N 前後と͝くઙいものである。溝ఈϨベルは

23�04 〜 23�19 ̼で、溝 05 よりも 0�1 ̼ఔઙく掘られている。埋土は༗機分のଟい 10:34�2 灰ԫ

。色࣭࠭シルト土を主ମとし、೪ੑのগない土࣭である

　溝 05 からは、土師器、須恵器、緑釉陶器、黒色土器など平安時代の遺物が出土しているが、

いͣれも９世紀代にೲまるものと͑ߟられ、ଞの条坊遺構とಉ時期にଘ在した遺構と͑ߟられる。

ैってͦのҐஔ関から、樋口小路の北側の地にਵした築地の内溝（Ӎ落ち溝）であったと

推定される。一ํ溝 04 からの出土遺物には、13 世紀代のものがଟく含まれ、溝 05 を࠶掘した

ものでありながら໌らかに時代をҟにしている。

　築地の内溝とࢥΘれる遺構は、ʮ1 調査ʯにԙいても溝࣍ 03 及びこれを掘り͛た溝 04 として

検出されているが、両溝を߹Θせた幅が 2�5 ̼前後とେܕであるのにରし、ࠓճの溝 05 は幅 0�6

̼前後と、نに͓いてେきな૬ҧが認められる。

　このଞ、溝 05 の࣠に߹Θせてઢతにଧࠐまれた̓ຊのߌが検出されたが、ߌの࣭ײ

ଘ状ଶから見てۃめて新しいものであり、ۙ はʮ1ྻߌ代の耕作にうものと断した。ಉ༷のݱ

。Θれるࢥ調査ʯに͓いても検出されて͓り、一࿈のものと࣍

土　壙
ᆮ 10（図̓、図 10）

　土壙 10 は、調査区南東۱の $- ５区より検出した遺構である。遺構のେ半は調査区Ҭ֎にଘ在

するため全༰はෆ໌であるが、検出した一部の掘りํのܗ状と東西、南北のさ 1�1 ̼から、

、ϓϥϯをもつものと推定される。埋土は上下２層に分͚ることができܗ２̼Ҏ上のԁܘらくڪ
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上層はを含Ή 10:33�3 色シルト土、下҉

層が༗機物をଟく含Ή 10:32�1 黒色೪土である。

遺物は埋土上層から出土して͓り、土師器、須恵

器、緑釉陶器、灰釉陶器が見られる。これらの遺

物の特から９世紀後半ࠒの遺構と͑ߟられる。

ᆮ 15（図 15）

　土壙 15 は、調査区東دりの中ԝۙ、$- ３区

から検出した遺構で、溝 14 の埋土をআڈしたࡍ

に確認した。東西ํにいପԁܗϓϥϯをも

ち、࠷େは東西 1�1 ̼、南北 0�6 ̼をܭଌする。

ԣ断面ܗは 6 状をఄし、検出面からのਂさはࣈ

0�1 ̼とઙい。埋土は 2�5:4�1 ԫ灰色シルト土、

2�5:3�3 ҉Φリーϒ色シルト土をجຊとする。埋土からは土師器の小ยが１出土したのみで、

な時期はෆ໌であるが、溝ࡉৄ 14 にઌ行する遺構と͑ߟられる。

耕作溝
ߔ 07 ʙߔ 09ɾߔ 12ɾߔ 16（図 10、図 16）

　路面 13 と溝 01 南側の犬行部から南北ํに掘された小溝を検出し、溝 07 〜溝 09・溝 12・

溝 16 と໋名した。全て条坊遺構検出面とಉ一面から検出したものである。溝 07・溝 09・溝 12・

溝 16 の幅は 0�3 〜 0�4 ̼、溝 08 の幅は 1�1 ̼前後である。検出面からのਂさはԿれも 0�05 ̼〜 0�07

̼と͝くઙく、断面ܗは 6 をఄし、0�5ܗࣈ 〜２̼ఔの間ִをஔいて掘られていた。調査区֎へ

Ԇびるものがଟく、全がΘかるものはগないが、།一溝 12 のみ遺構検出時に 2�2 ̼をଌること

を確認した。溝 16 をআき、溝 01 の埋土上面に平面ϓϥϯの一部が観察でき、溝 01 が完全に埋

没した後に掘されていることがる。これらはԿらかの耕作にう溝で、樋口小路及び地の

一部が巷所化したことをࣔす遺構と͑ߟられる。たͩし、幅のい溝 08 のみはෳの耕作溝が

ॏෳしているか、別の落ࠐみ遺構であったՄ能ੑもある。

　一部の溝の埋土からは土師器須恵器などの小ยの出土がۇかに見られたが、時期を確定する

2 1

3

１ 2.5Y4/1黄灰色シルト　粘性あり　マンガン含䜐　地山の土をᩬに含
２ 2.5Y3/3暗オリーブ褐色シルト　粘性あり　有機分含　マンガン含
３ 2.5Y6/1黄灰色砂質シルト　粘性弱い　有機分含まず

H=23.0m
N S

X=-111,182

Y=-24,742

X=-111,181

N

䠍ｍ０
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にはࢸらなかった。たͩしଟくは溝 01 が完全に埋没した後の遺構であり、গなくとも 10 世紀前

半よりも新しいと͑ߟられる。ちなみにʮ１࣍調査ʯの所見ではಉ༷の耕作溝は 10 世紀中༿〜

11 世紀代の遺構であるՄ能ੑがߴいと報告されている。

ͦのଞの遺構
ߔ 11（図 13・14）

　溝 11 は溝 02 と溝 04 の中間、"☩ ２区、#☩ ２区、$☩ ２区から検出した東西溝である。条坊遺

構とಉじ面で記録をऔったが、調査時はこの上Ґ、第３層からଘ在していることを確認してい

る。検出全 6�5 ̼をଌり、溝の西側は֧ཚによって໓失し、東端は調査区東壁の 0�7 ̼ख

前で్れている。たͩし、調査区東壁面にはຊ溝の埋土断面が観察できることから（図̓B 断

面ʖ12）、࣮ࡍはさらにい溝であり、溝ఈϨベルは東から西にかって下߱していたことがる。

埋土は 10:34�1 灰色࣭࠭土を主ମとする。出土した陶磁器などから、ۙ代の耕作にう溝

と推定される。

ຒΊᙈ 06（図 17）

　埋め甕 06 は "- ４区より検出した。地山（第５層）

をܘ 0�5 ̼、ਂさ 0�2 ̼ఔ掘りࠐんͩ掘りํにৗ

のେ甕をਾ͑ஔいているが、埋設ࣗମは第３層࢈༽

上面ۙから行Θれていることをॏ機掘時に確認

している。甕はۙ代のಓ໌ࣉ甕とݺれるもので、

掘りํの埋土中からもۙ代の陶磁器、Ψϥスなどが

出土した。甕の内面の一ํにはሬ痕と推定される

ന色ੴ化ண物が認められるので、地にかつてଘ

在したຽՈのศ૧であったと推定される。 1

１ 10YR2/2黒褐色粘土　マンガン・木炭・砂粒含

Y=-24,747Y=-24,748

X=-111,187

H=23.0m
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N
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３　出土遺物
ճの発掘調査で出土した遺物には、土師器、須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器、黒色土器、中国ࠓ　

磁器、瓦などが見られるが、ͦ のྔはコϯςφཧശ６ശ分とগなく（ද３）、土器、陶磁器Ҏ֎、

ඍࡉなยがۇかにಘられたのみである。遺物の 49ˋは溝 01 埋土及びͦの上面からの出土で

ある。遺物の内༁をഁยで見ると、須恵器、土師器が 9 割をめ、灰釉陶器緑釉陶器な

どの国ڃߴ࢈陶器、黒色土器、中国磁器、瓦の割߹はۃめてい。

　Ҏ下、֤遺構から出土した主ཁ遺物の特について記ड़する。ঘ、須恵器の器種名については

平城ٶ分ྨ（４）に४ڌしている。

ߔ 01 ຒԼग़Ҩ（図 18ʖ１〜 13）

　溝 01（樋口小路南側溝）の埋土下層（・ૈ࠭層）及びఈ面から出土した主ཁ遺物には、Ҏ下

のものが見られる。

ʦثࢣʧ　１は土師器 "D� で、口ܘ 13�0DN をଌる。平ఈでؙいମ部を༗し、口ԑ端部はく

֎する。ମ部֎面中ԝには࿈ଓしたࢦԡさ͑痕が認められ、口ԑ部にはϤコφσ調がࢪされ

る。２はେܕのഋ # ֖で、推定口ܘ 20�1DN をଌる。ఱҪ部はऑいுりをもち口ԑ端部は下ํへ

く۶ۂする。ఱҪ部֎面にはճసϔϥり、内面にはԣํのϔϥϛΨΩがՃ͑られる。３は

の面औりが行Θれ、断状である。֎面はϔϥによるॎํܗにେきく։くܗࣈ部でϋの٭ഋのߴ

面はീ֯ܗをఄするものと推定される。内面はφσ調が行Θれている。これら１〜３の土師器

はԿれも１$ ஈ֊、９世紀前半にൺ定することができる。

ʦਢثܙʧ　５〜̓はഋ # ֖である。５は口ܘ 19�4DN、６・̓は口ܘ 16�6DN 内֎をଌり器ߴの

いፏ平な器ܗである。ఱҪ部は中ԝ部分が平らで、֎ԑは؇かに۶ۂした後ਫ平にંれۂがり、

口ԑ端部は下ํにく۶ંする。５と̓のఱҪ部֎面にはճసϔϥり痕がる。̓はఱҪ部中

ද３ɹҨ֓ཁද

時　代 内　༰ コϯςφ ̖ϥϯΫ ̗ϥϯΫ ̘ϥϯΫശ

時代ݹ 須恵器  須恵器３

平安時代

土師器、須恵器、緑
釉陶器、灰釉陶器、
黒色土器、山、
瓦

土師器６　須恵器 29 
灰釉陶器５　緑釉陶器５
黒色土器２　山１
瓦２

鎌倉時代
মక陶器、瓦࣭土器、
中世須恵器、
中国磁器

মక陶器１
瓦࣭土器２　中世須恵器２
中国磁器１

時代ށߐ 釉陶器ࢪ 釉陶器２ࢪ

ۙ　代 釉陶器ࢪ 釉陶器１ࢪ

ܭ　߹ ̓ശ 62  ４ശ

˞コϯςφശの߹ܭは、遺物ཧ後̖ϥϯΫ遺物をந出したことにより、出土時より３ശଟくなっている。



−28−

ԝにๅचܗつまみをうが、６は内面

に痕が見られ、స༻ݛとして༻さ

れていることから、つまみを࣋たない

λΠϓとࢥΘれる。Կれもࣰ༼࢈とࢥ

Θれ、５・６は９世紀前半〜中༿、̓

は９世紀前半にؼଐするものと͑ߟ

られる。８はശܗのମ部をもったഋ #

で、ߴܘ 13�3DN をଌる。ఈ部֎面

にはճసϔϥり調が行Θれ、ఈ部

の֎ԑۙくに֯ߴがషされる。12

もഋ # でߴܘ 9�5DN をଌる。ճస

ϔϥり後、ܰいφσ調をՃ͑たఈ

部を࣋ち、ߴはएׯ֎ํへ։くܗ状

をఄする。ともに９世紀前半にൺ定できると͑ߟられる。11 は壺 - のఈ部である。ߴܘ 8�7DN

をଌり、ճసࢳり痕をすఈ部֎ԑに֯ߴをషする。ମ部֎面にはճసϔϥり調をՃ

͑る。９世紀初め〜前半のものと͑ߟられる。13 は壺 ( である。ఈܘ 5�5DN をଌる小ܕ、平ఈ

の壺で、ఈ部֎面にճసࢳり痕をす。ମ部がઢతにཱち上がる器ܗをఄする。黒い色調の

ಠ特なૈい土をもち、ॿफ༼࢈と͑ߟられる。８世紀〜９世紀初めࠒにൺ定することができ

０ 20䟛䠍ࠥ㻝㻟䚷⁁㻜㻝ᇙᅵୗᒙฟᅵ

䠒䠎

㻝㻟

䠔

㻝㻝

䠐

㻌䠍

䠕

䠏

䠓

㻝㻞

䠑
㻝㻜

ਤ18ɹग़Ҩ࣮ଌਤ１ʢ１ɿ４ʣ

ද４ɹग़Ҩͷͱͦͷׂ߹
ʢݹ࣌ʙதੈʣ

種　別     ˞ 割߹（ˋ）

土師器 370 51�6

須恵器 275 38�3

緑釉陶器 7 0�9

灰釉陶器 33 4�6

瓦 3 0�4

黒色土器 17 2�3

瓦࣭土器・中世須恵器 3 0�4
মక陶器・ݹށ・山
 9 1�2

中国陶磁 2 0�3

ܭ　߹ 717 100�0

˞߹後のഁย
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る。９はؙఈの壺で、器壁はްく、ମ部֎面下半には右ํのճసϔϥり調がՃ͑られる。

。と推定される࢈༽時代後期のもので陶༢ݹ

ʦࠇ৭ثʧ　４は黒色土器 " ྨのഋである。ମ部全ମにऑいுりをもち、口ԑは内ኩؾຯにཱち

上がる。口ܘ 16�0DN をଌる。ମ部内面はૉのٵணにより࣫黒色をఄし、ਫ਼៛なϔϥϛΨΩが

り調がのϔϥかい҉文がՃ͑られている。またମ部֎面にはԣํࡉされ、さらにӔ状のࢪ

。される。９世紀前半にൺ定することができるࢪ

ʦփᬵಃثʧ　10 は灰釉陶器のᰍ壺（ළ）の口ԑ部である。口ܘ 14�3DN をଌり、ٯϋのܗࣈに

େきく։く器ܗをもつ。口ԑ端部はएׯਨ下するように面をܗする。口ԑ端面から内面にか͚

て灰釉がࢪされている。Ԑ༼࢈で ,-14 ༼式、９世紀前半のものである。

ߔ 01 ຒ্ग़Ҩ（図 19ʖ14 〜 28）

　溝 01（樋口小路南側溝）埋土上層（シルト࣭ట࠭土層）から出土した主ཁ遺物には、Ҏ下のも

のが見られる。

ʦثࢣʧ　14 は土師器ࡼ " で、口ܘ 10�0DN をଌる。ମ部中ԝにྏをもち、口ԑ端部はؙくۇか

に上ํへ۶ۂさせる器ܗで、ബखの器壁をもつ。内֎面はφσ調がՃ͑られる。小ৼりながら

３" ஈ֊（10 世紀前半）にൺ定できるとࢥΘれる。15 はഋ # である。ఈ部֎ԑにいߴを

うもので、ߴܘは 9�2DN と推定される。ఈ部内֎面にはφσ調がՃ͑られる。９世紀前半

〜中༿のものとࢥΘれる。

ʦਢثܙʧ　16 はഋで、口ܘ 12�3DN をଌる。ମ部はઢతにٯϋのܗࣈに։く。ମ部֎面下

半にはճసϔϥり調がՃ͑られる。17 はഋ # である。断面ํܗのߴをఈ部֎ԑよりも内

側にషする。ߴܘは 8�5DN をଌる。ఈ部֎面にはճసϔϥり調が行Θれる。18 はແߴ

のഋ " で、ఈܘ 8�0DN をଌる。ఈ部֎面にはϔϥり後ܰいφσ調がࢪされている。17 は

９世紀初め〜前半、16・18 は９世紀代のものと͑ߟられる。19・20 はഋ # ֖で、前者は口ܘ

17�8DN、後者は 14�6DN をଌる。共にఱҪ部中ԝは平らで、口ԑにかって؇かに۶ۂした後、

口ԑ端部はؙくく内ંする。ఱҪ部֎面はϔϥり後φσ調がՃ͑られている。共に９世紀

前半の遺物と͑ߟられる。21 はେܕのു % とࢥΘれるもので、ఈ部֎ԑに֎ํへがる֯ߴ

をషする。ߴܘ 15�4DN をଌる。ମ部下半はࣼめ上ํにཱち上がり、֎面にはϔϥり調

が行Θれる。ࣰ༼࢈で９世紀前半のものと推定される。22 は壺 M である。ཛܗの部をもち、

ఈ部は平ߴ状にಥ出する。ఈܘ 4�0DN をଌり、ఈ部֎面にはճసࢳ痕がる。部֎面の一

部にはϔϥり後のφσ調痕が見られる。９世紀前半にൺ定できる。25・27 は壺 N（ࣖ壺）

である。いମ部をもち、࠷େܘ 18DN 内֎をଌるݞ部の૬ରするҐஔにॎの൘状のࣖをష

する。ࣖはϔϥりによってଟ֯ܗにܗされ、ܘ１DN のઠが行Θれる。25 はཻ࠭のଟ

いૈい土をもち、ମ部֎面上半にճసϔϥり調が行Θれる。路面 13 から出土した小ഁย

とも߹している。一ํ 27 は器壁がよりബखで៛ີな土をもち、部֎面のϔϥりは認め

られない。Կれも９世紀前半のものと͑ߟられる。26 は平ఈの壺ఈ部で、ମ部内面のྠ積みの
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߹痕がݦ著である。ఈܘは 13�0DN 内֎と推定される。߹はしないが土の状ଶなどから 25 と

ಉ一ݸମのՄ能ੑもある。また 27 については後ड़する路面 13 出土の壺（図 20ʖ48）とಉ一ݸମ

であるՄ能ੑがߴい。24 は甕で、ମ部上半に૬する。֎面には平行ୟきがݦ著に見られ、内

面のて۩痕はܰくφσফされている。

ʦࠇ৭ثʧ　23 は黒色土器 " ྨのである。いٯܗのߴを༗し、ߴܘは 6�0DN と

推定される。ఈ部内面にはૉがٵணされ、ඍかにϔϥϛΨΩ痕が認められる。土はೈ࣭である。

９世紀後半〜 10 世紀代のものと͑ߟられる。

ʦנʧ　28 はؙ瓦（உ瓦）でްさ 1�8DN、推定幅 13�9DN をଌる。Ԝ面はѹ痕が見られるが、

ತ面はຎにより調痕をཹめない。端面はϔϥりにより面औりされている。֎面にはૉの

　。ணが見られる。８〜９世紀代のものと推定されるٵ

ߔ 01 ຒ্໘ग़Ҩ（図 19ʖ29 〜 32）

　溝 01 の埋土上面Ϩベルから出土した主ཁ遺物には、Ҏ下のものが見られる。

ʦਢثܙʧ　31・32 は甕である。31 は部とᰍ部の߹部で、ᰍ部はࣼめ上ํにٯϋのܗࣈに։

く༷૬を見せる。ମ部֎面には平行ୟき後φσ調がՃ͑られ、ᰍ部とのۙڥくにはԣํのΧ

Ωが認められる。32 はମ部ยで、֎面の平行ୟきがݦ著である。内面のて۩痕はஸೡにφ

σফされている。土は灰ന色をఄし、内֎面にはԫ土がϋέによってృされて͓り、Ԑ༼

の特を༗している。31・32࢈ 共に８〜９世紀代のものと͑ߟられる。

　29 は𤭯である。口ܘ 9�9DN をଌる。口ԑは֎面がྏをって۶ۂした後、ٯϋのܗࣈに։く。

内֎面ϩΫϩφσ調が行Θれる。ݹ時代後期の 7 世紀代の遺物とࢥΘれる。包含層から出土

した𤭯（図 21ʖ52）とಉ一ݸମのՄ能ੑがߴい。

ʦփᬵಃثʧ　30 はの口ԑ部である。口ԑ端部はく֎し、ઑりؾຯに上͛られる。内面に

は灰釉がۇかに見られるが、ࣗવ釉のようにൗである。Ԑ༼࢈で、,ʖ90 ༼式（９世紀後半）

にൺ定することができる。

ߔ 02 ग़Ҩ（図 20ʖ33 〜 35）

　溝 02（樋口小路北側溝）からの主ཁ出土遺物には、Ҏ下のものが見られる。

ʦਢثܙʧ　35 はେܕの甕である。ମ部下半の一部で、֎面には֨ࢠ状ୟき、内面には੨ւ

状のಉ৺ԁて۩痕がる。断面から幅３DN ఔのྠ積み痕が観察できる。８〜９世紀のものと

。られる͑ߟ

ʦᬵಃثʧ　34 は緑釉陶器のである。り出しによるԁ൫状の平ߴを༗するもので、ߴܘ

は 9�1DN をଌる。全ମにຎが著しく、器面調のৄࡉはෆ໌であるが、ߴとମ部のڥにۇか

ながら緑釉のணが認められる。土はೈ陶で灰ന色をఄする。བ北༼࢈で、９世紀前半のもの

と推定される。



−32−

ʦփᬵಃثʧ　33 はંԑࡼである。口ܘ 14�5DN、ߴܘ 7�2DN をଌる。ମ部下半はઢతで、口

ԑ端部はऑいྏをって۶ۂした後、くਫ平にંれۂがる。ఈ部の作りはްく、い֯ߴが

షされる。部֎面下半及びఈ部֎面にはճసϔϥり調がࢪされている。内面全ମに刷ໟ

ృりによる灰釉がࢪされ、ॏͶমき時のߴのண痕がる。Ԑ༼࢈で、,ʖ14 ༼式（９世紀

前半）にൺ定することができる。

ߔ 14 ग़Ҩ（図 20ʖ36 〜 40）

　溝 14 から出土した主ཁ遺物には、Ҏ下のものが見られる。

ʦثࢣʧ　38 は土師器ࡼである。口ܘ 13�4DN をଌる。ମ部全ମにؙみをもったઙいࡼで、口ԑ

部は内ኩする。全ମにຎし、ମ部֎面の調はෆ໌ྎであるが、１$ ஈ֊（９世紀前半）の遺

物と推定される。

ʦਢثܙʧ　36 はഋ # ֖で、口ܘ 13�2DN をଌる。ఱҪ部にはܽ落したつまみの痕跡をす。ఱҪ

部はۇかなுりをもち、口ԑにかって؇かに۶ۂした後、口ԑ端部はઑりؾຯにく内ંす

る。ఱҪ部֎面中ԝۙにはճసϔϥり痕とφσ調痕が見られる。ࣰ༼࢈で９世紀前半の遺

物と͑ߟられる。37 はແߴの壺 - である。ఈܘ 7�5DN をଌり、ಥ出したఈ部֎面にはճసࢳ

り痕をす。ମ部は؇かなுりをいながらཱち上がる。内面のϩΫϩ痕がݦ著である。࠭

ཻのଟいૈい土をもつ。９世紀後半のものと͑ߟられる。

ʦᬵಃثʧ　39 は緑釉陶器のࡼで、口ܘ 13�1DN、ߴܘ 6�2DN をଌる。ߴはり出しによっ

てಥ出させたԁ൫状の平ߴである。ମ部全ମにऑいுりをもち、口ԑ端部はく֎する。ମ

部֎面下半はճసϔϥり、ମ部֎面上半から内面にはϔϥϛΨΩが行Θれている。ϋέృりに

よる釉は͝くബくΦリーϒ灰色をఄするが、ఈ部内面中ԝはॏͶমきのため࿐となっている。

土はߗ陶で須恵࣭である。བ西༼࢈で９世紀後半のものと͑ߟられる。

ʦփᬵಃثʧ　40 はߴܘ 8�8DN をଌるである。ߴはߴく、所Ҧʮ三日月ߴʯをఄするが、

֎面のྏにӶさをܽきୀ化した༷૬が見られる。ମ部֎面にはճసϔϥり調がࢪされる。内

面にはఈ部をআき灰釉がࢪされ、ॏͶ積みのߴண痕がる。東ೱ༼࢈で、ޫϲٰ１号༼式の

新૬（９世紀ࠒ）にൺ定できる。

࿏໘ 13 ग़Ҩʢ図 20ʖ48 〜 50）

　路面 13（樋口小路路面及び෴土）から出土した主ཁ遺物には、Ҏ下のものが見られる。

ʦਢثܙʧ　48 は壺である。ఈܘ 10�5DN をଌる。ମ部全ମにऑいுりをもち、上半部が࠷େܘと

なるࡉい器ܗである。ମ部֎面はஸೡなφσ調で͑られる。またఈ部内面には੩ࢦࢭφσ

痕が認められる。ԫ灰色の土をもち、器壁はബखに上͛られる。溝 01 埋土上層から出土し

た小ഁยと߹して͓り、ಉじく溝 01 埋土上層から出土した壺 N（図 19ʖ27）とも色調土

がۙࣅし、ಉ一ݸମであるՄ能ੑがߴい。８世紀後半〜９世紀前半のものと͑ߟられる。49 はେ

のೄୟきがӋ状に行Θれ、内面はಉ৺ԁ状のての甕のମ部ยである。ମ部֎面にはࣼํܕ
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۩痕がͦのままされる。断面から幅４DN ఔの೪土ඥ߹痕が認められる。８〜９世紀代のも

のと推定される。

ʦ࣭נثʧ　50 は瓦࣭土器のುである。推定口ܘは 25�8DN である。口ԑはମ部から֎ંした後、

ड͚口状にཱち上がる。口ԑ部内֎面はϤコφσ調がࢪされている。全ମにຎしているが、

内面はΧーϘϯのٵணが໌ྎである。13 世紀代のものと͑ߟられる。

ߔ 04 ग़Ҩ（図 20ʖ41 〜 44）

　溝 04 から出土した主ཁ遺物には、Ҏ下のものが見られる。

ʦᬵಃثʧ　41 は緑釉陶器のྏࡼとࢥΘれる。ްखのఈ部にはϋのܗࣈに։く三֯ߴがషさ

れる。ߴܘ 5�2DN をଌる。ମ部は໌確なྏをって۶ۂしࣼめ上ํに։く。ఈ部֎面にはճస

されない。釉は内面ࢪり調が行Θれる。ϔϥϛΨΩはり痕、ମ部֎面下半にはճసϔϥࢳ

のみにࢪされているが、灰ԫ色の釉層は͝くബくਵ所でണ落し、トνϯ痕が認められる。土は

ೈ࣭で灰ന色をఄする。10 世紀代の遺物と͑ߟられる。

ʦਢثܙʧ　44 はである。ແߴでఈܘ 5�7DN をଌる。またఈ部֎面にはૈいճసࢳり痕が

る。ମ部֎面のϩΫϩがݦ著である。ఈ部はബく内面は平で༻痕がある。痕が認められ

ることからస༻ݛとして༻されたとࢥΘれる。土はೈ࣭で灰ന色をఄする。中世・東

ので、13ܥ 世紀にൺ定できるとࢥΘれる。

ʦ࣭נثʧ　43 は瓦࣭のӋזである。ཱした口ԑۙくのഁยで、֎面に௳がషされる。ද面

はૉをٵணさせている。土はೈ࣭で、全ମにຎがݦ著のため器面調はෆৄである。13 世

紀代のものと推定される。

ʦதࠃಃ࣓ʧ　42 は੨ന磁のകළである。ߴܘ 9�9DN をଌる。ߴはり出しにより作出され、

ఈ部֎面にはճసϔϥり調がࢪされる。ମ部はઢతにཱち上がり、֎面には２条のϔϥඳ

きઢが८る。釉はମ部֎面と内面全ମにްくࢪされる。釉調は੨ຯをଳびた灰ന色をఄし、؏

ೖが見られる。土は៛ີで࣭ߗである。中国景ಙ༼ຢは建ল࢈で 13 世紀中༿〜後半の

と͑ߟられる。

ߔ 05 ग़Ҩ（図 20ʖ45）

　溝 05 からは、土師器、黒色土器、緑釉陶器などの小ยのଞ、࣍の須恵器が出土している。

ʦਢثܙʧ　45 は須恵器ഋ # である。ߴܘ 9�3DN をଌる。ߴは断面ํܗの֯ߴで、ఈ部֎

ԑより内側にషされている。ମ部は口ԑにかってઢతに։くശܗである。ఈ部֎面にはճ

సϔϥり痕、ମ部֎面にはճసϔϥり調痕が認められる。９世紀前半の遺物と͑ߟられる。

ߔ 11 ग़Ҩ（図 20ʖ46）

　溝 11 からは࣍の遺物のଞ、主にۙ代の陶器（土ළ・壺）、磁器（છ・ന磁ᗎಙར）などの

小ยが出土している。
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ʦಃɹثʧ　46 は౮໌ࡼで、口ܘ 8�7DN をଌる。ମ部下半にۇかなுりをもち口ԑは؇かに֎

する。ମ部֎面下半にはճసϔϥり調が行Θれる。内面全ମにԫ灰色の灰釉をࢪし、֎面は

࿐である。京・৴ָܥので 19 世紀前半のものと͑ߟられる。

ᆮ 10 ग़Ҩ（図 20ʖ47）

　土壙 10 からは須恵器、灰釉陶器の小ยのଞ、࣍の緑釉陶器が出土している。

ʦᬵಃثʧ　47 は緑釉陶器のࡼである。ߴܘ 6�0DN をଌる。ߴはり出しによって作出され

たԁ൫状の平ߴで、内りؾຯに上͛られる。またͦの֎面中ԝにはʮΩʯにࣅたϔϥ記号

がࠁまれている。ମ部内面にはϔϥϛΨΩがࢪされる。ࢪ釉は全面ࢪ釉であるが、釉層はബく

੨ຯをもった灰ന色をఄする。また֎面の釉はؐݩ作༻によりۜ化している。土は៛ີでߗ

陶である。བ西༼࢈で９世紀後半のものと͑ߟられる。

ຒΊᙈ 06 ग़Ҩ（図 20ʖ51）

　埋め甕 06 として༻された遺物である。

ʦಃɹثʧ　51 はେ甕である。ఈܘ 27�0DN をଌる。ఈ部は平ఈで、ମ部下半はएׯのؙみをもち、

上半はਨؾຯにཱち上がる器ܗである。ମ部֎面下半には積みॏͶてমしたことをࣔすଳ状

の痕跡をཹめる。またఈ部֎面にはれ࠭痕が見られる。全面に色のࡺ釉がϋέによりృ

されている。内面にはሬ痕と推定されるന色ੴ化ண物が認められる。ৗ࢈༽のಓ໌ࣉ甕と

れるもので、19ݺ 世紀〜 20 世紀初めのと͑ߟられる。

แؚग़Ҩ（図 21ʖ52 〜 62）

　包含層から出土した遺物にはҎ下のものが見られる。また小ยのため図ࣔしなかったが、中国

ཾઘ༼ܥの੨磁࿇ห文、ݹށ灰釉ࡼ（ു）などもۇかに出土している。

ʦਢثܙʧ　52 は の口ԑ部で口ܘ 9�9DN をଌる。口ԑは֎面がྏをって۶ۂした後、ٯϋのࣈ

に։く。内֎面ϩΫϩφσ調が行Θれる。7ܗ 世紀代の遺物と͑ߟられる。溝 01 埋土上面から

出土したもの（図 19ʖ29）とಉ一ݸମであるՄ能ੑがߴい。53 も でܗٿのମ部をもつ。ମ部

֎面中ԝには２条の平行ϔϥඳきઢをҾき、この間に۳ࣃ状原ମによるࠁみをՃ͑ている。ま

たମ部֎面にはճసϔϥり調痕が認められる。６世紀代の遺物と͑ߟられる。55 は壺 M で

ある。推定口ܘ 4�2DN、器ߴ 10�0DN の小ܕの壺で、ཛܗのମ部とٯϋのܗࣈに։くࡉい口

ᰍ部をもつ。ఈ部は下ํへগしಥ出した平ఈで、֎面にはճసࢳり痕をす。９世紀中༿のも

のと͑ߟられる。54 は小ܕの壺とࢥΘれる。ఈܘ 4�8DN をଌる。全ମにຎし֎面の調のৄࡉ

はෆ໌である。61 はย口ുである。ମ部はࣼめ上ํにがり、ංްした口ԑは内側へʮくʯܗࣈ

に۶ۂする。東ܥの中世須恵器で、12 世紀後半ࠒのものと͑ߟられる。

ʦᬵಃثʧ　57 はંԑࡼである。口ܘ 13�8DN をଌる。ମ部全ମにऑいுりをもち、口ԑ端部は

ྏをって۶ۂした後く֎ંする。ମ部֎面にはճసϔϥり、内面全ମはϔϥϛΨΩが行Θ
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れている。全面にࢪ釉されるが釉層は͝くബく、੨ຯのあるઙԫ色をఄする。土は៛ີでߗ陶

である。བ西༼࢈で９世紀後半のものと͑ߟられる。

ʦփᬵಃثʧ　56 はࡼで、ߴܘ 7�8DN をଌる。ఈ部の作りはްく、ͦの֎ԑにい֯ߴがష

される。ఈ部及びମ部֎面にはճసϔϥり調が行Θれる。またఈ部֎面には三ࠥトνϯの痕

跡が見られる。ࢪ釉は内面に灰釉がϋέృりによって行Θれる。Ԑ༼࢈で、,-14 ༼式（９世紀

前半）にൺ定することができる。

ʦࢁʧ　58 はで、ߴܘ 7�5DN をଌる。ߴはߴで断面三֯ܗをఄし、端部は֎ํへए

端部に൘状（ʁ）ߴ。る。土はૈく੨灰色をఄする痕がࢳ։く。ఈ部֎面にはճసׯ

のѹ痕が見られる。初期の東ԕܕ山と͑ߟられ、11 世紀〜 12 世紀初めにൺ定できるとࢥ

Θれる。

ʦಃɹثʧ　60 はমక陶器の甕である。ମ部下半のഁยで、֎面には平行ԡ印文がࢪされている。

土は࣭ߗで໌灰色をఄする。ৗ࢈༽で、12 世紀後半〜 13 世紀前半のものと͑ߟられる。

62 はӤじょく（Ӥു）である。口ܘ 7�4DN、器ߴ 3�5DN をଌる。ମ部下半にྏをい口ԑがཱ

する器ܗである。ମ部֎面下半からఈ部֎面、口ԑ端部をআき灰釉がࢪされる。京・৴ָܥで 19

世紀前半のと͑ߟられる。

ʦנʧ　59 はؙ瓦（உ瓦）でްさ 1�5DN、推定幅 13�0DN をଌる。Ԝ面はとͦの೧じれѹ痕が

見られるが、ತ面はຎにより調痕をཹめない。端面はϔϥりにより面औりされている。

土はমෆྑでೈ࣭である。８〜９世紀代のものと推定される。
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（１） h 平安京右京六条三坊一町跡・西院遺跡発掘調査報告書 （ɦ株）文化財サービス　2021 年

（２） ʮԆت式ʯにن定される平安京のಓ路は、築地、犬行（犬走）、側溝、路面で構され、幅は築地৺か

 ら築地৺までのڑでද記される。小路の߹、ಓ路幅は４ৎ（ 12 ̼）で（ງ小路、西ງ小路

 は８ৎ）、ͦの内༁は築地幅半分 2�5 ई（ 0�75 ̼）ʷ２、犬行幅３ई（ 0�9 ̼）ʷ２ 、路面幅２ৎ

 ３ई（ 6�9 ̼）、側溝幅３ई（ 0�9 ̼）ʷ２である。１ৎʹ 10 ई˺ 2�98 ̼

（３） h 平安京跡ڀݚ調査報告第 20 ा・平安京右京六条三坊 （ɦ財）ݹ代ֶڠ会　2004 年

（４） ʮ須恵器器種දʯh 平城ٶ発掘調査報告‡ʱಸྑ国ཱ文化財ڀݚ所  1982 年
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ࡌܝ
番号 器種 器ܗ 出土区 出土遺構・層Ґ 口ܘ

（DN）
器ߴ

（DN）
ఈܘ

（DN） 色調 推定時期 උߟ

図 18
-1 土師器  " ̲ $- ５ 溝 01　埋土下層

（࠭ར層） 13�0 3�9 4�0 7�5:37�4
ᒵ

１$ ஈ֊
（9 世紀前半）

ମ部֎面にࢦΦサΤ
口ԑ部Ϥコφσ

2 土師器 ഋ # ֖ $- ４ 溝 01　埋土下層
（࠭ར層） 20�1 （1�3） 5:35�6

໌
１$ ஈ֊

（9 世紀前半）
ఱҪ部֎面にճసϔϥ
り、内面ϔϥϛΨΩ

3 土師器 ഋߴ $- ５ 溝 01　埋土下層
（࠭ར層） （4�3） 7�5:36�4

にͿいᒵ
１$ ஈ֊

（9 世紀前半） 部֎面に面औり٭

4 黒色土器
" ྨ ഋ $- ５ 溝 01　埋土下層

（࠭ར層） 16�0 （4�3） 内面ɿN1�5�0
֎面ɿ7�5:37�2 9 世紀前半 内面ϔϥϛΨΩ・҉文

֎面ϔϥり

5 須恵器 ഋ # ֖ #- ５ 溝 01　埋土下層
（࠭ར層） 19�4 （1�5） N6�0

灰
9 世紀前半
〜中༿

ఱҪ部֎面にճసϔϥ
り、ࣰ༼࢈ʁ

6 須恵器 ഋ # ֖ $- ４ 溝 01　埋土下層
（࠭ར層） 16�8 （1�8） N6�0

灰
9 世紀前半
〜中༿

ఱҪ部内面に痕
స༻࢈༽ࣰ、ݛʁ

7 須恵器 ഋ # ֖ #- ５ 溝 01　埋土下層
（࠭ར層） 16�5 2�6 N6�0

灰 9 世紀前半 ๅचܗつまみをう
ʁ࢈༽ࣰ

8 須恵器 ഋ # $- ５ 溝 01　埋土下層
（࠭ར層） （3�0） 13�3 2�5:8�1

灰ന 9 世紀前半
ఈ部、ମ部֎面にϔϥ
り
ʁ࢈༽ࣰ

9 須恵器 壺 $- ５ 溝 01　埋土下層
（࠭ར層） （4�4） N6�0

灰 時代後期ݹ
ମ部֎面ճసϔϥり
陶༢༼࢈ʁ
ϋιのՄ能ੑあり

10 灰釉陶器 ᰍ壺
（ළ） "- ５ 溝 01　埋土下層

（࠭ར層） 14�3 （2�3） 土ɿ10:38�1
釉ɿ2�5:8�3 9 世紀前半 ᰍ部内֎面に灰釉

Ԑ༼14-,、࢈ ༼式

11 須恵器 壺 - $- ５ 溝 01　埋土下層
（࠭ར層） （4�8） 8�7 2�5:8�1

灰ന 9 世紀初〜前半 ఈ部֎面にճసࢳ痕
ʁ࢈༽ࣰ

12 須恵器 ഋ # #- ５ 溝 01　埋土下層
（࠭ར層） （4�2） 9�5 N6�0

灰 ９世紀前半 ఈ部֎面ϔϥり後੩ࢭ
φσ

13 須恵器 壺 ( $- ５ 溝 01　埋土下層
（࠭ར層） （5�5） 5�5 N5�0

灰
8 世紀〜 9 世
紀初め

ఈ部֎面にճసࢳ痕全
ମにຎ、ॿफ༼࢈

図 19
-14 土師器 ࡼ " "- ４ 溝 01　埋土上層

（灰シルト層） 10�0 （1�0） 7�5:38�3
ઙԫᒵ

3" ஈ֊
10 世紀前半 ମ部内֎面φσ調

15 土師器 ഋ # "- ５ 溝 01　埋土上層
（҉灰シルト層） （1�3） 9�2 7:37�6

ᒵ
9 世紀前半〜中
༿ షߴ

16 須恵器 ഋ #- ５ 溝 01　埋土上層
（҉灰シルト層） 13�3 （2�5） 内֎面ɿN4�0

断面ɿ5:35�1 9 世紀 ମ部֎面下半にճసϔϥ
り

17 須恵器 ഋ # #- ５ 溝 01　埋土上層
（҉灰シルト層） （1�3） 8�5 10:37�1

灰ന 9 世紀初〜前半 ఈ部֎面ճసϔϥり

18 須恵器 ഋ " $- ４ 溝 01　埋土上層
（҉灰シルト層） （1�7） 8�0 2�5:7�1

灰ന 9 世紀 ఈ部֎面ճసϔϥり
ʁ࢈༽ࣰ

19 須恵器 ഋ # ֖ $- ４ 溝 01　埋土上層
（҉灰シルト層） 17�8 （1�8） N5�0

灰 9 世紀前半 ఱҪ部֎面ճసϔϥり
後φσ

20 須恵器 ഋ # ֖ "- ５ 溝 01　埋土上層
（҉灰シルト層） 14�6 （1�4） N5�0

灰 9 世紀前半 ఱҪ部֎面ճసϔϥり
後φσ

21 須恵器 ു % "- ５ 溝 01　埋土上層
（҉灰シルト層） （3�9） 15�4 N6�0

灰 9 世紀前半 ʁ࢈༽ࣰ

22 須恵器 壺 M #- ４ 溝 01　埋土上層
（҉灰シルト層） （6�9） 4�0 N6�0

灰 9 世紀前半 ఈ部֎面ճసࢳ痕

23 黒色土器
" ྨ  "-4 溝 01　埋土上層

（灰シルト層） （1�1） 6�0 内面ɿN2�0
֎面ɿ10:38�2

9 世紀後半〜 10
世紀 ఈ部内面ϔϥϛΨΩ

24 須恵器 甕 #- ５ 溝 01　埋土上層
（҉灰シルト層） （8�2） N4�0

灰 9 世紀 ମ部֎面平行ୟき、内面
て۩痕（φσফし）

25 須恵器 壺 N
（ࣖ壺）

#- ４ 溝 01　埋土上層
（҉灰シルト層） （21�9） N6�0

灰 9 世紀前半
ϔϥりでܗした༗
ࣖష、26 とಉ一ݸମ
かʁ$- ４ 路面 13　路面上

26 須恵器 壺 #- ５ 溝 01　埋土上層
（҉灰シルト層） （10�9） 13�0 N6�0

灰 9 世紀前半 部֎面にճసϔϥ
り、25 とಉ一ݸମかʁ

27 須恵器 壺 N
（ࣖ壺） #- ４ 溝 01　埋土上層

（҉灰シルト層） （10�6） N6�0
灰 9 世紀前半

ϔϥりでܗした༗
ࣖష、48 とಉ一ݸମ
かʁ

28 瓦 ؙ瓦 #- ５ 溝 01　埋土上層
（҉灰シルト層） （幅 13�9） （5�9） ֎面ɿN3�0

土ɿ5:7�1 8 〜 9 世紀 内面に痕

29 須恵器 𤭯 #- ５ 溝 01　埋土上面 9�9 （1�8） N7�0
灰ന 7 世紀 52 とಉ一ݸମかʁ

30 灰釉陶器  #- ５ 溝 01　埋土上面 （2�1） 5:7�2
灰ന 9 世紀後半 ମ部内面に灰釉

Ԑ༼࢈、,ʖ90 ༼式

31 須恵器 甕 $- ５ 溝 01　埋土上面 （2�1） N6�0
灰 8 〜 9 世紀 ମ部֎面平行ୟき後φ

σ、ΧΩ

32 須恵器 甕 #- ５ 溝 01　埋土上面 （5�3） 2�5:7�1
灰ന 8 〜 9 世紀 ମ部֎面平行ୟき、内֎

面ԫ土ృ、Ԑ༼࢈

ද５ɹग़Ҩ؍ද
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ࡌܝ
番号 器種 器ܗ 出土区 出土遺構・層Ґ 口ܘ

（DN）
器ߴ

（DN）
ఈܘ

（DN） 色調 推定時期 උߟ

図 20
-33 灰釉陶器 ંԑࡼ #- ３ 溝 02　埋土

（҉灰シルト層） 14�5 2�6 7�2 土ɿ5:7�1
釉ɿ2�5:6�3 9 世紀前半 ମ部内面に灰釉刷ໟృり

Ԑ༼࢈、,ʖ14 ༼式

34 緑釉陶器  $- ３ 溝 02　埋土
（灰シルト層） （1�7） 9�1 10:35�2 9 世紀前半

ߴり出しԁ൫状
ຎにより釉殆どണ落
ೈ陶、བ北༼࢈

35 須恵器 甕 $- ３ 溝 02　埋土
（灰シルト層） （10�5）

֎面ɿN5�0
内面ɿN6�0
土ɿN7�0

8 〜 9 世紀 ֎面֨ࢠ状ୟき、内面
ಉ৺ԁ状て۩痕

36 須恵器 ഋ # ֖ #- ３ 溝 14　埋土
（灰シルト層） 13�2 （1�9） N6�0

灰 9 世紀前半 ๅचܗつまみܽଛ
ʁ࢈༽ࣰ

37 須恵器 壺 - #- ３ 溝 14　埋土 （5�5） 7�5 N4�0
灰 9 世紀後半 ఈ部֎面ճసࢳり痕

38 土師器 ࡼ "- ３ 溝 14　埋土
（灰シルト層） 13�4 （1�6） 10:37�3

にͿいԫᒵ
1$ ஈ֊

（9 世紀前半） ମ部֎面下半のりෆ໌

39 緑釉陶器 ࡼ #- ３ 溝 14　埋土
（灰シルト層） 13�1 2�3 6�2 土ɿN7�0

釉ɿ10:6�2 9 世紀後半
ߴり出しԁ൫状
陶、ఈ部内面࿐ߗ
བ西༼࢈

40 灰釉陶器  $- ３ 溝 14　埋土
（灰シルト層） （2�1） 8�7 土ɿ2�5:8�1

釉ɿ5:6�3 9 世紀
ମ部֎面下半ճసϔϥ
り、東ೱ༼࢈
ޫϲٰ 1 号༼式

41 緑釉陶器 ʁࡼྏ #- ２ 溝 04　埋土
（灰࠭層） （1�8） 5�8 土ɿ2�5:8�2  

釉ɿ2�5:7�2 10 世紀 ೈ陶、内面にബくࢪ釉
ఈ部֎面ճసࢳり痕

42 中国磁器 കළ #- ２ 溝 04　埋土
（灰࠭層） （3�8） 9�9 土ɿN8�0  

釉ɿ10:7�1
13 世紀中༿〜後
半

֎、ମ部内ߴり出し
面に੨ന磁釉、2 条ઢ

43 瓦࣭土器 Ӌז #- ２ 溝 04・05  埋土
（灰シルト層） （2�8） ֎面ɿN5�0

土ɿN8�0 13 世紀 溝 04 遺物

44 須恵器  #- ２ 溝 04・05  埋土
（灰シルト層） （1�9） 5�7 2�5:8�1

灰ന 13 世紀 ఈ部内面に痕
東ܥ、溝 04 遺物

45 須恵器 ഋ # #- ２ 溝 05  埋土
（灰シルト層） （3�9） 9�3 N6�0

灰 9 世紀前半 ఈ部֎面ճసϔϥり

46 陶器 ౮໌ࡼ #- ２ 溝 11　埋土
（҉࠭層） 8�7 （1�8） 土ɿ10:38�2

釉ɿ2�5:7�3 19 世紀前半
内面に灰釉、ମ部֎面下
半ճసϔϥり
京・৴ָܥ

47 緑釉陶器 ࡼ $- ５・６ 土壙 10 埋土上層
（҉灰シルト層） （2�0） 6�0 土ɿN7�0

釉ɿ2�5(:8�1 9 世紀後半
全面ࢪ釉、釉はۜ化
ԁ൫状ߴ֎面にϔϥ記
号、བ西༼࢈

48 須恵器 壺
$- ３ 路面 13　路面上

（20�2） 10�5 2�5:6�1
ԫ灰

8 世紀後半〜 9
世紀前半

ఈ部内面੩ࢦࢭφσ
27 とಉ一ݸମかʁ

#- ４、５ 溝 01　埋土上層

49 須恵器 甕 $- ３ 路面 13　路面上 （9�6） N6�0
灰 8 〜 9 世紀 ֎面Ӌ状のೄୟき、内

面ಉ৺ԁ状て۩痕

50 瓦࣭土器 ು #- ３・４ 路面 13　路面上 25�8 （2�2） 2�5:8�2
灰ന 13 世紀 内֎面φσ調

51 মక陶器 甕 #- ４ 埋め甕 06 （31�6） 27�0 土ɿ1035�6
釉ɿ1033�2

19 世紀〜 20
世紀初め

内֎面にࡺ釉、ఈ部֎面
にれ࠭
ৗ࢈༽　ಓ໌ࣉ甕

図 21
-52 須恵器 #- ２・３ 第 3 層 9�9 （2�0） N7�0

灰ന 7 世紀 29 とಉ一ݸମかʁ

53 須恵器 "- ４ 第 3 層
（ԫ灰シルト層） （4�2） N6�0

灰 6 世紀 部֎面に 2 条ϔϥඳき
ઢと۳ࠁࣃみ

54 須恵器 壺 #- ５ 第 3 層
（地山上） （2�6） 4�8 N6�0

灰 9 世紀ʁ 全ମにຎ

55 須恵器 壺 M "- ４ ֧ཚ層 （4�2） （10�0） 3�7 N3�0
҉灰 9 世紀中༿ ఈ部֎面ճసࢳ痕

56 灰釉陶器 ࡼ $- ６ 第 3 層
（ԫ灰シルト） （1�3） 7�8 土ɿN8�0  

釉ɿ5:6�2 9 世紀前半
内面全ମに灰釉刷ໟృ
り、ఈ部֎面にトνϯ痕
Ԑ༼࢈、,ʖ14 ༼式

57 緑釉陶器 ંԑࡼ #- ２・３ 第 3 層 13�8 （1�6） 土ɿN7�0
釉ɿ7�5:7�3 9 世紀後半 陶、内面ϔϥຏきߗ

内֎面ࢪ釉、བ西༼࢈

58 山  #- ４ 第 3 層
（ԫ灰シルト） （1�9） 7�5 N7�0

灰ന
11 世紀〜 12
世紀初め

ఈ部֎面ճసࢳ痕
東ԕܕʁ

59 瓦 ؙ瓦 ഉ土中 （幅 12�8） （6�0） ֎面ɿ10:35�1
土ɿ10:36�2 8 〜 9 世紀 মෆྑでೈ࣭、内面に

ѹ痕

60 মక陶器 甕 #- ５ 第 3 層
（ԫ灰シルト） （9�7） 7�5:37�2

灰໌
12 世紀後半〜 13
世紀前半

ମ部֎面にԡ印文
ৗ࢈༽

61 須恵器 ย口ു #- ４ 第 3 層
（ԫ灰シルト） （3�7） N7�0

灰ന 12 世紀後半 内֎面ϩΫϩφσ
東ܥの中世須恵器

62 陶器 Ӥじょく #- ２ 第 3 層
（灰色࣭࠭シルト） 7�4 3�5 5�6 土ɿN7�0

釉ɿ7�5:7�2 19 世紀前半 ମ部内面と֎面上半に灰
釉、京・৴ָܥ
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第ᶚষ　૯　ׅ

にଓ（１）（調査ʯ࣍Ҏ下ʮ１）ճの発掘調査では、2021年１月〜３月に行った東ྡ地の調査ࠓ　

き、平安京の条坊及びこれにਵする遺構を検出することができた。࠷後にこれまでの記ड़と

ॏෳするところもあるが、ͦのՌについて૯ׅしてみたい。

　平安京の条坊に関する遺構は、樋口小路路面（路面13）及びͦの南側溝（溝01）、北側溝

（溝02・溝14）である。これらの遺構は、࠲ඪからみても、ʮ1࣍調査ʯで検出した条坊遺構

（路面27、溝01、溝02）とໃ६のແいҐஔ関をࣔして͓り、ͦれͧれの遺構がಉ一のものであ

ることはٙいない（図22）。またこれらの条坊遺構は、（ެ財）京都市埋ଂ文化財ڀݚ所がఏࣔし

ている平安京֗路推定ϥΠϯよりも全ମに１̼前後南にͣれていることが࠶確認されたが、東西

4�5LN、南北5�2LNとされる平安京の京Ҭ内にあって、このࠩޡはඍ々たるものとݴってྑ

く、時のଌྔٕज़のߴさにはվめてڻかされる。

ଘしていることが໌ճの調査地内に͓いて、樋口小路の路面（路面13）は幅4�6̼前後がࠓ　

した。これは小路の࠷ऴతな路面幅であり、南北両側溝のಓ路側への拡幅によってもたらされた

݁Ռによるものである。つまり、南側溝である溝01と初の北側溝と͑ߟられる溝02の৺−৺の

Ґஔから推定した߹、ࠓճの調査区内では、路面は࠷初ʮԆت式ʯに記されたೋৎ三ई（6�9

̼）よりもएڱׯい幅6�5̼前後で築造されたとࢥΘれる。このことは東にྡしたʮ1࣍調査ʯに

よりಘられた見とも߹கする。また両側溝からの出土遺物の時期తから、ઌͣ９世紀前半

代に南側溝が路面側に拡幅され、ͦの後南側溝が埋没するաఔに͓いて（９世紀ࠒ）、北側溝

（溝02）が溝14により拡幅されて࠷ऴతな路面ܗଶをఄすにࢸったという、গなくとも２ஈ֊の

มભがあったことがऔされる。

　路面の構造については、断ち割り調査の݁Ռ、層ຢはシルト層であるج൫（地山）をۉした

もので、この上にްさ３〜５DNのബい色シルト土が෴っていることが໌した。このシルト土

からは、溝01埋土上層出土遺物と߹する遺物が出土していることから（図19ʖ25、図20ʖ48）、

ਓҝతな地土というよりも、側溝のҲਫによるࣗવଯ積土を因としているՄ能ੑがߴいと

Θれる。たͩしຊ層上面Ϩベルは南北両側溝の遺構検出面であったことから、গなくとも路面ࢥ

の࠷ऴஈ֊の࢟をࣔしていると͑ߟられる。この路面13の࠷ऴඪߴは23�07〜23�17̼で、ʮ１࣍調

査ʯの路面27の23�1̼前後、ຊ調査区の東ํ、六条三坊ࣣ町〜े町の調査（２）で検出された樋口小

路路面22�7〜23�1̼、బ跡が見つかったഅ代小路とのަࠩۙくの路面22�8̼などとେࠩແいϨ

ベルをࣔして͓り、ۙลの樋口小路はߴࠩのগない平ୱな路であったことが確認できる。

　南側溝である溝01は、幅2�5̼前後、ਂさを0�4〜0�5̼をଌり、幅はʮԆت式ʯのن定三ई（

0�9̼）の３ഒとかなりいものであった。これはઌड़のと͓り路面側、犬行側ํに拡幅が行

Θれた݁Ռによるものである。溝の拡幅は、ഉਫॲཧ機能のҡ࣋上をతに行Θれたࢪであ

るが、ͦのޮՌはඞͣしもे分とはͣ͑ݴ、出土遺物のからくとも10世紀前半にはట土に
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より完全に埋没したと͑ߟられる。ʮ１࣍調査ʯの所見では南側溝の溝ఈϨベルの状況から、時

のਫྲྀํは東から西にかい、Ӊଟ小路を経て、࠷ऴతにはྲྀ路化していたഅ代小路の一部を

南下するように京Ҭ֎へഉ出されたՄ能ੑがߴかったのではないかと推定している。ࠓճの溝01

の溝ఈϨベルはඪ22�63̼〜22�42ߴをଌり、ʮ1࣍調査ʯの溝01の溝ఈϨベル22�61〜22�74̼、

をࣔしかながらもいۇに東ํの六条三坊ೋ町の調査（３）の溝15の溝ఈ22�85̼前後よりもߋ

て͓り、上記の推をิڧしている。

　北側溝である溝02は幅1�1̼前後、ਂさ0�3̼と、溝01にൺしてઙく小نなもので、े分なഉ

ਫ能ྗを༗していたとは͑ߟにくい遺構である。よって溝のنから断すれ、֘地पลに

͓いては造Ӧ初期から南側溝（溝01）が殆どのഉਫॲཧ機能を୲っていたとࢥΘれ、このことは

ʮ１࣍調査ʯの調査所見にԙいてもطにࢦఠされているところである。しかし溝01が徐々に埋没し

ていく中、ಉ時に埋没աఔにあった北側溝にもഉਫ機能をもたせるඞཁੑがੜじたようで、ͦの

にߋまっていた樋口小路をڱみられた。これが溝14である。時幅６Nまでにࢼと拡幅が掘࠶

であった。ͦの時期は溝14の埋土から出土した灰釉陶器から９世紀ࢪめてもඞཁとされたڱ

調査ʯでは全く認め࣍と推定される。ここですきは、こうした北側溝の拡幅行ҝはʮ１ࠒ

られなかったというである。すなΘちຊ拡幅事はগなくとも東ํへԆびるものではなく、ݶ
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定されたൣғのみで行Θれたものであり、ۃめてࢲతに行Θれた行ҝという印をड͚る。

　こうしたʮ１࣍調査ʯとのඇ࿈ଓੑは、一町側地で検出した築地の内溝に͓いても認められ

る。ࠓճの調査で検出した溝05がͦれである。溝05の東端は調査区内で్れて͓り、ʮ１࣍調

査ʯで検出された内溝（溝03・04）とは࿈ଓしない。またʮ1࣍調査ʯの内溝は、出土遺物から溝

05とほぼಉ時期の遺構と推定されるが、ઌに掘られた溝03が溝04によりେきく拡幅されたܗଶ

をとり、࠷ऴతな溝幅は2�5̼と、溝05の４ഒにも及んでいた。Ҏ上のような૬ҧがੜじたཁ

因について͑ߟた߹、֤遺構がม༰するҐஔが東三行・北ീと東࢛行・北ീのۙڥくに

たっていることは҉ࣔతである。これはあたかも、࢛行ീ੍による東西の地൝څ者のҧいを

දしているようにも見ड͚られるのである（図23）。ͦこでपลの地分割の࣮ଶがどのようなも

のであったかを͚てみたい。ຊ調査地にۙい右京六条三坊ࣣ町では、町内を東西に２分す

る南北の小（5408'4）ܘと共に、東三行と࢛行を区ըする南北溝（4%5312）が（４）、ಉ࢛町では
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町内を南北に２分する東西の小ܘ（５）、北ೋと北三を区ըする東西溝（溝35）が検出され

ている（６）。またಉീ町では、主ཁ建物のஔԂのଘ在から一町地の地があったՄ能ੑが

࢛、北（８）（６ྻࡤ）ࡤఠされているが（7）、建物Ҭを؏くように東ೋ行と三行を区ըする南北ࢦ

とޒを区ըする東西（９）（９"4）ࡤが検出されていることから、ある時期には地の分割が行

Θれていたと͑ߟられる。さらにे町では東ೋ行と三行を区ըする南北溝（4%3345、2429、4350）

、北࢛とޒを区ըする東西溝（4%4340）なども検出されている（10）。上記はԿれも平安前期

から中期の遺構とされるので、こうした事ྫから断すれ、時のʮ右京六条三坊ʯ地内では

গなくとも１�４町೫１�８ࢸ町を୯Ґとする൝څが࣮ࡍに行Θれて͓り、中小ن地がଟくӦ

まれていたと定できる（11）。よってࠓճのέースについても地分割の一事ྫであるՄ能ੑはे

分に͑ߟられるが、ݶられたൣғの調査であり、ຊ推のՄ൱については、ࠓ後σーλをさらに

積みॏͶた上で৻ॏに断するඞཁがあろう。

　ঘ、溝05埋没後に࠶掘された溝04については、出土遺物から13世紀の遺構と͑ߟられ、両

者には໌確な時期ࠩがଘ在する。しかしこの掘のҐஔنは溝05とほぼ一கしていることか

ら、鎌倉時代にೖってもかつての土地区ըにରするҙࣝがԿらかのܗで遺ଘしていたՄ能ੑをࣔ

ࠦしている。

　ところで、樋口小路北側溝である溝02の北ݞと溝05の南ݞϥΠϯのڑは3�5̼前後をଌる。

ʮԆت式ʯのن定では、ಓ路側溝にԊって幅三ई（0�9̼）の犬行、さらに犬行端から築地৺ま

で2�5ई（0�75̼）とある。つまり築地جఈ部の幅は1�5̼となるので、溝02ʖ溝05間のۭ間

は犬行、築地を設͚る͚ͩの記ड़ど͓りの幅を༗していることがる。しかしࠓճもʮ１࣍調査ʯ

にଓき、築土などの痕跡は全く認められͣ、掘ཱபญをࣔすようなப݀ྻなども検出すること

はできなかった。また溝01の南、ೋ町側（"-５区〜$-５区）でも築地の痕跡は認められͣ、ೡろ

９世紀の遺構と͑ߟられる土壙10が築地のૅج定ൣғ内より検出されている。このように平安

時代に͓͚る一ଳの区ըࢪ設の࣮ଶについてはવとしないが、瓦の出土がۃ端にগないことか

ら、Ծに築地がଘ在していたとしても、पลでは築地に瓦の༻はແかったものと͑ߟられる。

　条坊関࿈遺構Ҏ֎では、ۙ代のものをআき、南北に掘られた耕作溝がۇかに認められたのみで

ある（溝07、08、09、12、16）。埋土からの遺物がগなく、໌確な時期のѲにはࢸらなかった

が、溝01が完全に埋没した後の遺構であることは確࣮であり、ʮ1࣍調査ʯに͓͚る所見に͚ͮج

、10世紀中༿から11世紀代に作出されたものと推定される。このࠒから右京Ҭがٸにਰୀ

し、一ଳの巷所化がਐんͩことを物語るものとい͑よう。

　Ҏ上、ࠓճの発掘調査は220㎡というݶられたൣғで࣮ࢪしたものであるが、ʮ1࣍調査ʯにଓ

き、平安前期の樋口小路に関するྑな条坊遺構を検出することができ、平安京ڀݚに͓いて

新たな見をまた一つಘることが出དྷたとい͑る。たͩし西院遺跡については、ࠓճもͦの࣮ଶ

ղ໌にܨがるような遺構を検出することはできなかった。ࠓ後पลの調査がさらにਐలし、༷々

なྺ࢙త՝が一層ղ໌されることが期される。
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版
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１．調査後の調査区の景観（北から）

２．調査後の調査区（真上から・上が西）
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遺
構

１．調査完了後の調査区全景（北から）

２．調査完了後の調査区全景（南から）
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１．調査完了後の調査区全景（北東から）

２．完掘後の路面13、溝01、溝02、溝14（西から）
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遺
構

３．溝01埋土観察ベルト（西から）

１．溝01完掘状況（東から）

２．溝01完掘状況（西から）
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遺
構

３．溝01西側観察ベルト埋土断面（西から）

１．溝01東端（調査区東壁面）埋土断面（西から）

２．溝01東側観察ベルト埋土断面（西から）
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３．断ち割り後の路面13（西から）

１．溝02、溝14完掘状況（東から）

２．溝02、溝14完掘状況（西から）
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３．溝07、溝09、溝08完掘状況（東から）

１．溝04、溝05完掘状況（西から）

２．溝02、溝11、溝04、溝05（西から、溝14検出前）



図
版
8

遺
構

３．埋め甕06（西から）

１．土壙10完掘状況（北西から）

２．土壙15完掘状況（西から）
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３．須恵器壺出土状況（路面13上面）

１．須恵器壺M出土状況（溝01埋土上層）

２．須恵器壺N出土状況（溝01埋土上層）
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１．溝01埋土下層出土（１〜４・９〜12）

２．溝01埋土下層出土（５〜８・13）
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１．溝01埋土上層出土（25）、路面13出土（48）

２．溝01埋土上層出土（14〜21・23・28）

25

48

14

17

15

2820

18

23
16

19

21



図
版
12

出
土
遺
物

１．溝01埋土上層出土（24・26・27）

２．溝02埋土出土（33〜35）、溝14埋土出土（36〜40）
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１．溝01埋土上面出土（31・32）、溝04埋土出土（41〜44）、溝05埋土出土（45）、土壙10埋土出土（47）
　　　路面13出土（49・50）

２．溝01埋土上層出土（22）、包含層出土（55）
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１．包含層出土（52〜54・56〜58・61）

２．溝11埋土出土（46）、包含層出土（59・60・62）
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平安京右京六条
三坊一町跡

西院遺跡

都城

集落跡

平安時代

鎌倉時代

路面（樋口小路）
樋口小路南北側溝

築地内溝
土壙

耕作溝

土師器
須恵器

緑釉陶器
灰釉陶器
黒色土器
中国磁器

瓦

　平安京の樋口小路の路面、
南北両側溝、北側築地の内溝
など平安前期の遺構を検出し
た。南北両側溝は共に拡幅の
痕跡が認められた。南側溝の
埋土、出土遺物の分析から、こ
れらの条坊遺構は９世紀初め
には造られ、10世前半には溝
の埋没により、徐々に機能を
失っていったことが推定され
た。
　また側溝埋没後には路面及
び犬走部の一部が巷所化した
ことを物語る耕作溝群も検出
された。
　西院遺跡に関する遺構、遺
物については殆ど確認できな
かった。
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